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献血者数の推移
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平成25年 度の献血あ推進に関チる許歯を定めることについて、安全な血液

製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和31年 法律第160号 )第 10条

第3項において準用する国法第9条第4項の規定に基づき、章会の意見を求め

ます。
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平成 25年 度の献血の推進に

関する計画
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平成 25年 度の献血の推進に関する計画

前文

・ 本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和 31年 法律第 16

0号 )第 10条 第 1項 の規定に基づき定める平成 25年 度の献血の推進に関する計画で

あり、血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針 (平成 2

0年 厚生労働省告示第 326号 )に 基づくものである。

第 1節  平 成 25年 度に献血により確保すべき血液の目標量     ｀
′

・ 平成 25年 度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の量は、赤血球製剤 54万 リットル、

血 漿 製斉J28万 リットル、血小板製斉J17万 リットルであり、それぞれ 54万 リット

ル、 28万 リットル、 17万 リットルが製造される見込みである。
。 さらに、確保 されるべき原料血 漿 の量の目標を勘案すると、平成 25年 度には、全

血採血による144万 リットル及び成分採血による62万 リットル (血漿 採血 27万

リットル及び血小板採血 35万 リットル)の計 205万 リットルの血液を献血により確

保する必要がある。

第 2節  前 節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、平成 25年 度の献血推進計画にお

ける具体的な措置を以下のように定める。

1 献 血に関する普及啓発活動の実施

・ 国は、都道府県、市町村 (特別区を含む。以下同じ。)、 採血事業者等の関係者の

協力を得て、献血により得られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保 し、そ

の国内自給を推進する。そのため、広く国民に対 し、治療に必要な血液製剤の確保が

相互扶助 と博愛精神による自発的な献血によつて支えられていることや、血液製剤の

適正使用が求められていること等を含め、献血や血液製剤について国民に正確な情報

を伝え、その理解 と献血への協力を求めるため、教育及び啓発を行う。

・ 都道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協力を得て、より多くの住民

の献血への参加を促進するため、地域の実情に応 じ、対象となる年齢層への啓発、献

血推進組織の育成等を行 うことにより、献血への関心を高めることが必要である。

・ 採血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力を得て、献血者の安全に配

慮するとともに、継続 して献血に協力できる環境の整備を行 うことが重要である。こ

のため、国、都道府県、市町村等の関係者 と協力 して効果的なキャンペーンを実施す

ること等により、献血や血液製剤に関する一層の理解を促すとともに、献血への協力

を呼びかけることが求められる。

・ 国、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、国民に対し、病気や怪我の

ために輸血を受けた患者や、その家族の声を伝えること等により、血液製剤が患者の

医療に欠くことのできない有限で貴重なものであることを含め、献血の正しい知識や

必要性を啓発 し、又は協力することが必要である。

また、少子高齢社会を迎えたことによる血液製剤を必要とする患者の増カロや献血可

能人口の減少、血液製斉Jの利用実態等について正確な情報を提供するとともに、献血

者等の意見を踏まえつつ、これ らの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めること

が必要である。

さらに、献血における本人確認や問診の徹底はもとより、血液製剤の安全性の確保

のための取組の一環として、感染症の検査を目的とした献血を行わないよう、平素か

ら様々な広報手段を用いて、国民に周知徹底する必要がある。

・ 国、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成 22年 1月 27日 に実施された英国

滞在歴による献血制限の見直 し及び平成 23年 4月 1日 に施行された採血基準の改

正について、引き続き国民に対して十分に広報を行い、献血への協力を求める必要が

ある。

・ これ らを踏まえ、以下に掲げる献血推進のための施策を実施する。

①  効 果的な普及啓発、献血者募集等の推進

。 国は、献血量を確保 しやすくするとともに、感染症等の リスクを低減させる等の

利点がある400ミ リリジトル全血採血及び成分採血の推進及び普及のため、都道

府県及び採血事業者 とともに、7月 に 「愛の血液助け合い運動」を、1月及び 2月

に 「はたちの献血」キャンペーンを実施するほか、血液の供給状況に応 じて献血推

進キャンペーン活動を緊急的に実施する。また、様々な広報手段を用いて献血や血

液製剤に関する理解 と献血への協力を呼びかけるとともに、献血場所を確保するた

め、関係者に必要な協力を求める6

・ 都道府県、市町村及び採血事業者においても、これらの献血推進活動を実施する

ことが重要である。また、市町村においては、地域における催物の機会等を活用す

る等、積極的に取 り組むことが望ましい。

0血 液製剤について、国内自給が確保されることを基本 としつつ、将来にわたって

安定的に供給される体制を維
′
持する必要がある。そのため、幼少期も含めた若年層、

企業 ・団体、複数回献血者に対して、普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や

重点的な献血者募集を実施 し、以下の取組を行 う。

<若 年層を対象とした対策>

・ 国t都 道府県、市町村及び採血事業者は、献血推進活動を行 うボランティア組

織等の協力を得るとともに、機能的な連携を図ることにより、若年層の献血や血

液製剤に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取り組む。

また、若年層への啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を



含む様々な広報手段を用いて、気軽に目に触れる機会を増やすとともに、実際に献

血 してもらえるよう、学生献血推進ボランティア等の同世代からの働きかけや、献

血についての広告に国が作成 した献血推進キャラクターを活用する等、実効性のあ

る取組が必要である。

特に10代 層への啓発には、採血基準の改正により、男性に限り400ミ リリッ

トル全血採血が17歳 から可能となったこと等について情報を伝え、献血者の協力

を得る。          ′

さらに、子育て中の20歳 代後半から30歳 代を中心に、血液の大切さや助け合

いの心について、親子向けの雑誌等の広報手段や血液センタニ等を活用して啓発を

行うとともに、親から子へ献血や血液製剤の意義を伝えることが重要であることか

ら、ボランティア組織と連携した親子が参加しやすい献血推進活動の実施、地域の

特性に応じて採血所に託児体制を確保する等、親子が献血に触れ合う機会を設ける。
O国 は、高校生を対象とした献血や血液製剤にっいて解説した教材、中学生を対

象とした血液への理解を促すポスターを作成し、都道府県、市町村及び採血事業

者と協力して、これらの教材等を活用しながら、献血や血液製剤に関する理解を

深めるための普及啓発を行う。
` 都 道府県及び市町村は、地域の実情に応じて、若年層の献血への関心を高める

ため、学校等において、ボランティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製

剤につぃての情報提供を行 うとともに、献血推進活動を行 うボランティア組織と

の有機的な連携を確保する。
・ 採血事業者は、その人材や施設を活用し、若年層へ献血の意義や血液製剤につ

いて分かりやすく説明する「献血セミナー」や血液センター等での体験学習を積
極的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。その推進に当たっては、

国と連携するとともに、都道府県、市町村、献血推進活動を行 うボランティア組

織等の協力を得る。
・ 採血事業者は、国及び都道府県の協力を得てt学 生献血推進ボランティアとの更

なる連携を図り、学校等における献血の推進を促すとともに、将来、医療従事者に

なろうとする者に対して、多くの国民の献血によって医療が支えられている事実や

血液製剤の適正使用の重要性への理解を深めてもらうための取組を行う。

<50歳 から60歳 代を対象とした対策>            ,
・ 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、年齢別人口に占める献

血者の率が低い傾向にある50歳 から60歳 代の層に対し、血液製剤の利用実態や

献血可能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、献

血者の増加を図る。また、血小板成分採血について、採血基準の改正により、男性

に限り69歳 まで (65歳 から69歳 までの者については、60歳 から64歳 まで

の間に献血の経験がある者に限る。)可 能となったことについて情報を伝え、献血

者の確保を図る。

<企 業等における献血の推進対策>

・ ―国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、献血に協賛する企業
:や

団体を募 り、その社会貢献活動の一つとして、企業等における献血の推進を促

す。また、血液センター等における献血推進活動の展開に際 し、地域の実情に即

した方法で企業等との連携強化を図 り、企業等における献血の推進を図るための

呼びかけを行 う。

<複 数回献血者対策>                           I

・ 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、複数回献血者の協力が

十分に得 られるよう、平素から血液センターに登録された献血者に対し、機動的か

つ効率的に呼びかけを行 う体制を構築する。また、献血に継続的に協力が得 られて

いる複数回献血者の組織化及びサービスの向上を図り、その増加に取り組むととも

に、献血の普及啓発活動に協力が得 られるよう取 り組む。

② 献 血運動推進全国大会の開催等
・'国

は、都道府県及び採血事業者とともに、献血により得られた血液を原料とし

た血液製剤の国内自給を推進し、広く国民に献血や血液製斉1に関する理解と献血
への協力を求めるため、7月 に献血運動推進全国大会を開催するとともに、その

広報に努める。また、国及び都道府県は、献血運動の推進に積極的に協力し、模

範となる実績を示した団体又は個人を表彰する。    ｀

③ 献 血推進運動中央連絡協議会の開催
。 国は、都道府県、市町村(採血事業者、献血推進活動を行うボランティア組織、

患者団体等の代表者の参加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推進

する上での課題等にういて協議を行うため、献血推進運動中央連絡協議会を開催

する。

④ 献 血推進協議会の活用
・ 都道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と献血への協力を求め、血液

事業の適正な運営を確保するため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育

機関、報道機関等から幅広く参加者を募って、献血推進協議会を設置し、定期的

に開催することが求められる。市町村においても、同様の協議会を設置すること

が望ましい。
・ 都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用し、採血事業者、血液事業に関

わる民間組織等と連携して、都道府県献血推進計画の策定のほか、献血や血液製

剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民間の献血推進組織の育成等を行

うことが望ましい。

⑤ その他関係者による取組            、
・ 官公庁、企業、医療関係団体等は、その構成員に対し、ボランティア活動であ

る献血に対し積極的に協力を呼びかけるとともに、献血のための体暇取得を容易



にするよう配慮する等、進んで献血 しやすい環境作 りを推進することが望ましい

献血者が安心 して献血できる環境の整備

・ 採血事業者は、献血の受入れに当たつては献血者に不快の念を与えないよう、丁寧

な処遇をすることに特に留意 し、献血者の要望を把握するとともに、採血後の休憩ス

ペースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。また、献血者の個人情報

を保護するとともに、国の適切な関与の下で献血による健康被害に対する補償のため

の措置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を行 う。

・ 採血事業者は、特に初回献血者が抱いている不安等を払拭することはもとより、採

血の度ごとに、採血の手1贋や採血後に充分な休憩をとる必要性、気分が悪 くなった場

合の対処方法等について、映像や リーフレット等を活用 した事前説明を十分に行い、

献血者の安全確保を図る。

。 採血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイメージ作 りや移動採血車の

外観の見直し等、なお一層のイメージアップを図り、献血者の増加を図る。

・ 国及び都道府県は、採血事業者によるこれらの取組を支援することが重要である。

第 3節  そ の他献血の推進に関する重要事項

1 献 血の推進に際 し、考慮すべき事項‐

① 血 液検査による健康管理サービスの
'充

実

0採 血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採血に際して献血者の健康

管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認 してその結果を通知する。また、

低色素により献血ができなかった献血申込者に対 して、栄養士による健康相談を

実施する。

・ 国は、採血事業者によるこれ らの取組を支援する。また、献血者の健康管理に

資する検査の充実は献血の推進に有効であることから、本人の同意の上、検査結

果を健康診査、人間 ドック、職域検査等で活用するとともに、地域における保健

指導にも用いることができるよう、周知又は必要な指導を行 う。

・ 都道府県及び市町村は、これ らの取組に協力する。

②  献 血者の利便性の向上

0採 血事業者は、献血者の安全に配慮 しつつ、効率的に採血を行 うため、立地条件

等を考慮した採血所の設置、地域の実情に応 じた移動採血車による計画的採血及び

献血者に配慮 した献血受入時間帯の設定等、献血者の利便性及び安全で安心な献血

に配慮 した献血受入体制の整備及び充実を図る。

・ 都道府県及び市町村は、採血事業者 と十分協議 して移動採血車による採血等の日

程を設定し、そのための公共施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力する

ことが重要である。また、採血事業者 とともに、献血実施の日時や場所等について、

住民に対して献血への協力が得 られるよう、十分な広報を行 う必要がある。

③ 血 液製剤の安全性を向上するための対策の推進

。 国は、 「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に基づき、採血事業者 と連携

し、献血者に対する健康管理サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者

の本人確認の徹底等の検査 目的の献血の防止のための措置を講ずる等、善意の献血

者の協力を得て、血液製剤の安全性を向上するための対策を推進する。

④ 採 血基準の在 り方の検討

・ 国は、献血者の健康保護を第一に考慮 しつつ、献血の推進及び血液の有効利用の

観点から、採血基準の見直しの検討を行 う。

⑤ ま れな血液型の血液の確保

・ 採血事業者は、まれな血液型を持つ患者に対する血液製剤の供給を確保するた

め、まれな血液型を持つ者に対 し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。

・ 国は、まれな血液型の血液の供給状況について調査する。

⑥  200ミ リリッ トル全血採血の在 り方について

。 国、都道府県、市町村及び採血事業者は、血液製剤の安全性、製造効率、医療機

関の需要の観点から、献血を推進する上では、400ミ リリットル全血採血を基本

として行 う必要がある。

・ しかしながら、将来の献血基盤の確保 という観点からは、若年層の献血推進が非

常に重要であることから、若年層に対しては、学校と連携 して 「献血セミナー」を

実施する等、周知啓発の取組を積極的に行 う。特に高校生等の献血時には、400

ミリリットル全血採血に献血者が不安がある場合は 200ミ リリットル全血採血を

推進するなど、出来る限 り献血を経験 してもらうことが重要である。

血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応

・ 国、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時把握 し、在庫が不

足する場合又は不足が予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案 し、

国及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早急に所要の対策を講ずるこ

とが重要である。             |

災害時等における献血の確保等

・ 国 、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が確保されるよう、採血事業

者と連携 して必要とされる献血量を把握 した上で、様々な広報手段を用ぃて、需要

に見合った広域的な献血の確保を行 う。併せて、製造販売業者等の関係者と連携 し、

献血により得 られた血液が円滑に現場に供給されるよう措置を講ずることが必要

である。また、採血事業者は、災害時における献血受入体制を構築し、広域的な需

給調整等の手順を定め、国、都道府県及び市町村と連携 して対応できるよう備える

ことにより、災害時における献血の受入れを行 う。

。 さ らに、広域的な大規模災害の発生に備え、国及び採血事業者は、災害時等にお

ける献血血液の製剤化に支障を来さないための設備の整備を実施する必要がある。



・ 平 成 23年 3月 の東 日本大震災により、東北地方の一部の地域 (岩手県、宮城県、

福島県)で 献血の受入れができない状況となったが、全国の非被災地において被災

地域の需要分を加えた献血血液を確保することによって、血液製剤を安定的に供給

することができた8今 後も、献血血液の確保に支障を来さなぃよう、継続的に全国

的な献血の推進を図つていくことが重要である。

。 ま た、東 日本大震災の際には、停電や一般電話回線 (携帯回線を含む。)の 輻較

により、通信手段の確保が困難 となったほか、精油所等の被災や燃料の流通に支障

が生 じたことにより、移動採血車等の燃料の確保も困難 となつた。このことから、

国、都道府県、市町村及び採血事業者は、災害時等に備えた複数の通信手段の確保

や燃料の確保が確実に行われるよう対策を講ずる必要がある。

4 献 血推進施策の進捗状況等に関する確認と評価

・ 国、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短期的及び長期的な効果及び

進捗状況並びに採血事業者による献血の受入れの実績を確認 し、その評価を次年度の

献血推進計画等の作成に当た り参考とする。また、必要に応 じ、献血推進のための施

策を見直すことが必要である。

。 国は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用 し、献血の推進及び受入れに関

し関係者の協力を求める必要性について献血推進活動を行 うボランティア組織 と認

識を共有し、必要な措置を講ずる。          ヽ

・ 採血事業者は、献血の受入れに関する実績、体制等の評価を行い、献血の推進に活

用する。

「平成26年 度の献血の推進に関する計画」 (案)に 対する

意見募集結果について

平成 25年 3月

厚生労働省医薬食品局
‐                      血  液  対  策  課

「平成 25年 度の献血の推進に関する計画
´
」 (案)に ついて、平成 25年

¬月7日から平成25年 2月5日まで御意見を募集したところ、2名の方から御

意見等をお寄せいただきました。

今般、お寄せいただいた御意見等とこれらに対する当:省の考え方について、別

紙のとおり取りまとめたので公表します。

今回、御意見等をお寄せいただきました方々のご協力に厚く御礼申し上げます。

今後とも厚生労働行政の推進にご協力いただけますよう、よろしくお願いいた

します。



「平成25年度の献血の推進に関する計画」(案)に関する意見募集に寄せられたご意見とそれに対する考え方

○ 意見募集期間 平成25年1月7日～平成25年2月5日

○ 提出意見者数  2名

番号 ご意見 ご意見に対する考え方

献血時に注射針の交換ミス等による献血者の罹患対策が広く周知されていないため、どうしても二の足を踏みがちです。 献血へのご理解・ご協力ありがとうございます。
献血時に使用される採血針と採血バックは一人ひとり新しいものを

使用しておりますので、注射針の交換ミスによる感染症の罹患はござ
いません。いただいたご意見は貴重な提案として承り、今後の参考と

させていただきます。
今後とも献血へのご理解・ご協力をお願いいたします。

献血軍をよく駅前で見かけますが、駅へ到着するのは電車に乗る数分前です。
とても献血をする時間はありません。
帰りにまだ献血車いるかな?と 思つても、仕事の就業時間5時 、献血車も5時までではなかなか献血しにくいです。
駅よりも、商業施設などの方が時間的にも余裕のある方が集まると思うのですが・….
いかがでしょうか?

献血へのご理解。ご協力ありがとうございます。

献血車による移動採血については、駅前のほか、商業施設、会社

などで実施されています。

学校の授業や仕事の関係などで、なかなか献血に協力するのが難

しいという声も多いことから、平成25年 度の献血の推進に関する計

画案にも記載していますが、「献血者に配慮した献血受入時間の設

定等、献血者の利便性」に配慮した受入体制を充実させたいと考えて
おります。
今後とも献血へのご理解。ご協力をお願いいたします。
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薬事 ・食品衛生審議会会長

西 島  正  弘   殿

厚生労働大臣 田村 憲 朱

平成 25年 度の献血の受入れに関する計画を認可することについて(

血液製剤の安定供給の確保等に関する法律 (昭和 31年 法律第 16

第 11条 第 3項 の規定に基づき、貴会の意見を求めます。

馳 朔 発嘴駒艶0 2 2 7第 7 2号

平 成 2 5年 2月 2 7日

安全な

0号 )

一

一

ヽ
一

血 企 第 47号

平成 25年 2月 19日

厚生労働大臣 田村 憲 久 様

日本赤十字社

理 事   西  本

平成 25年 度献血受入計画について

標記については、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」(昭和

31年 法律第 160号 )第 11条 第 1項 の規定に基づき提出いたします6
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平成 25年 度献血受入計画について

平成 25年 度献血受入計画については、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関す

る法律」第 11条 及び同法律施行規則第4条 に則 り、各都道府県と協議し、当該年度に

献血により受け入れる血液の目標量、その目標量を確保するために必要な措置に関する

事項及びその他献血の受入れに関する重要事項について、以下のとおり計画します。

1.平 成 25年 度に献血により受け入れ る血液の目標量

平成 25年 度に献血により受け入れる血液の目標量については、各都道府県におけ

る過去 3年 の輸血用血液製剤の需要動向と原料血漿の必要量から安定供給を確保す

るために、全血献血で 144万 リットル、血漿成分献血で 27万 リットル、血小板成

分献血で35万 リットルの合計 205万 リットルを確保することとします。

なお、都道府県別目標量については、別紙 1の とおりです。

日本赤十字社では、これらの目標量を確保するために、国、地方公共団体等との連

携の下に献血受入れに取り組みます。

2。 前項の 目標量を確保す るために必要な措置|に関す る事項

(1)献 血受入の基本方針

① 目標量の確保

平成 25年 度に献血により受け入れる血液の目標量を確保するための各都道

府県献血受入施設の稼動数及び目標量については、別紙 2の とおりとし、医療機

関の需要に応 じた採血に努め、400mL及 び成分献血を積極的に受入れます。

②献血受入体制の整備

献血者の安全性と利便性に配慮 し、立地条件等を考慮iした採血所の設置、移動

採血車による計画的採血及び献血者に配慮した献血受入時間帯の設定等、効率的

な採血を行 うための設備及び体制の整備 ・充実を継続的に実施 します。また、採

血所における休憩スペースの充分な確保や地域の特性に合わせたイメージ作 り

等の環境整備に努め、一層のイメージアップを図ります。

③献血者の処遇等の充実

献血者が安心して献血できるように、献血の受入れに当たつては、献血者を丁

寧に処遇し、不快の念を与えることのないよう、職員の教育訓練の充実強化によ

り献血者の処遇向上を図るとともに、献血者の意見 ・要望を把握し、献血受入体

制の改善に努めます。

また、献血者の個人情報保護や献血者健康被害救済制度についても適正な運用

に努めます。

④初回献血者等への対応

初めて献血をする方の献血に対する不安等を払拭することはもとより、献血の

度毎に献血の手順や献血後に充分な休息をとる必要性、気分が悪くなった場合の

対処方法等について、映像や リーフレット等を活用 した事前説明を充分に行い、

献血者の安全確保に努めます。また、学校献血会場において、採血後の献血者を

ケアする者を配置 し、採血副作用の防止に努めます。

⑤検査サービス等の実施

献血者の健康管理に資するため、引き続き希望者に対し生化学検査成績、血球

計数検査成績をお知らせ します。

また、ヘモグロビン濃度の低値により献血にご協力いただけなかった献血申込

者に対して健康相談等を実施 し、献血者の増加を図ります。

(2)献 血者の確保対策

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたつて

安定的に供給される体制を維持するため幼少期も含めた若年層、企業や団体、複数

回献血者を普及啓発の対象として効果的な活動や重点的な献血者募集を実施する

とともに健康な高年齢層の献血受入れについても積極的に推進 します。

また、献血の意義等について、国民が広く理解できるように情報を提供すること

が、献血意識を高めることに繋がることから、血液事業をより理解 していただくた

めの各年齢層の広報を継続的に展開し、病気やケガのために輸血を受けた患者さん

や、そのご家族の声を伝える等により、血液製剤が患者さんへの医療に欠くことの
や

できない善意による貴重なものであることを含めた献血思想の普及啓発を図りま

す。

特に少子高齢化による若年層献血者の減少を踏まえ、若年層を対象とした取組と

して体験学習の継続的な実施等、献血への動機付けとしての活動も積極的に推進 し

ます。

なお、各都道府県血液センターにおける主な取組は、別紙 3の とおりです。



①若年層を対象とした対策                     ｀

(ア)若 年層全体に対する対策

若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な広報手段を用

いて、同世代からの働きかけ、病気やケガのために輸血を受けた患者さんや、

そのご家族の声を伝える等、効果的な広報に努めます。

(イ)小 学生、中学生を対象とした対策

献血の意義や血液製剤について分かりやすく説明するため、ボランティア組

織の協力を得ながら、学校へ出向いての献血セミナーや血液センター等での体

験学習を積極的に行い、正 しい知識の普及啓発と協力の確保を図ります。

(ウ)高 校生を対象とした対策

「高等学校学習指導要領解説 保 健体育編」に献血に関する内容が盛 り込ま

れたこと、文部科学省から各都道府県教育委員会あてに献血に触れ合 う機会の

受入れについての協力に関する通知が発出されたことから、献血のみならず、

赤十字活動全体を含めた命の大切さ等を盛 り込んだ統一資材等を用いて、学校

へ出向いての献血セミナーを積極的に実施するよう努めます。

(工)大 学生を対象とした対策

・ 献血推進活動を行つている学生献血推進ボランティア組織等と更なる連携

を図り、大学生における献血や血液製剤に関する理解、献血体験の促進に努

めます。

。 さらに、将来の医療の担い手となる医療系 ・薬学系の学生等に対して、多

くの国民の献血によって医療が支えられている事実や血液製剤の適正使用

の重要性への理解を深めてもらうための取組を行つてまいります。

(オ)10代 への啓発として、採血基準の改正により、平成 23年 4月 から男性に限

り 400m L全 血採血が 17歳 から可能となったことを伝え、普及啓発に努めま

す。

②献血者の年齢層に応 じた献血推進対策

(ア)20歳 代後半～30歳代の女性を対象とした対策

この年代の女性については、出産、あるいは子育てに忙 しいという理由によ

り献血をする機会が減少 しているものと考えられることからtその方々に安心

して献血していただけるための取組として、地域の特性に応 じて献血ルームに

キッズスペースを整備する等の受入体制を整え、親子が献血に触れ合 う機会を

設けるよう努めます。

(イ)40歳 ～50歳 代を対象とした対策

企業や団体の中心的な存在であるこの年代に対して、「血液の使われ方」及

び 「献血可能年齢」等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発

を行い、社会貢献活動の一つとして、地域の実情に即した方法で企業 ・団体等

における献血の推進を図りますι

(ウ)60歳 以上を対象とした対策            ・

この年代は、60歳 を超えたところで献血者数の割合が急激に減少 しており、

その理由として定年退職することにより献血に関する情報に触れる機会が減

少することや健康上の問題等が 要 因として考えられることから、定年退職後

も引き続き積極的に献血に協力していただけるよう、情報伝達の方法を工夫す

るなどして献血者の増加に努めます。

献血が出来なくなつた 70歳 以上の方についても、個人ボランティアとして

献血の推進に支援いただけるよう努めます。

また、血小板成分献血について、採血基準の改正により、平成 23年 4月 か

ら男性に限り69歳 まで可能となったことを伝え、普及啓発に努めます。

③企業等における献血の推進対策 、

献血に協賛する企業や団体を募り、社会貢献活動の一つとして、企業等におけ

る献血の推進を促 します。

④複数回献血協力者の確保

複数回献血協力者を確保するため、複数回献血クラブの充実等、重点的な啓発、

施策を行うよう努めます。   ´
  ｀

また、複数回献血者に血液の需要に応 じて協力していただくことは、今後の安

定的 ・効率的な献血を実施 していくうえで不可欠であり、複数回献血クラブヘの

加入促進、インセンティブとなる同クラブ会員を対象としたイベントの開催等を

積極的に実施 します。

併せて、
'複

数回献血クラブ会員の献血履歴を的確に把握 し、献血依頼ができる

よう運用システムの強化に取り組みます。

⑤献血推進キャンペーン等の実施

将来の献血基盤となる 10代 ・20代 の若年層献血の推進は、血液事業にとって

喫緊の課題であり、広く国民への献血の普及啓発を図るため、通年で実施 してい

るLOVE in Actionプロジ手ク トを基軸とし、複数回献血者確保キャンペァン (4

～ 5月 )、愛の血液助け合い運動 (7月 )(い のちと献血俳句コンテス ト (7月 ～

12月)、全国学生クリスマスキャンペーン (12月)及 びはたちの献血キャンペー

ン (1～ 2月 )等 を連動させながら戦略的な広報を展開します。



3。 その他献血の受入れに関する重要事項

(1)血 液製剤の安全性向上のための対策

国及び都道府県と連携 し健康な献血者の確保に努めます。

今後も献血者本人確認を徹底するとともに、検査目′的献血の防止のための 「安全で

責任のある献血」の普及に努めます。さらに、間診業務の充実強化に努め、安全な

献血の受入れを図りますι

(2)ま れな血液型の血液確保

まれな血液型の献血者には、医療機関からの突発的な要請に対応できるよう、

本人の意向を踏まえて予め登録を依頼 し、必要時に献血を依頼します。

(3)200m L全 血献血のあり方について

血液製剤の安全性、製造効率、医療機関の需要の観点から、献血を推進するうえ

で 400m L全血献血を基本とし、併せて、将来の献血推進の基盤となる若年層に対

する献血推進が重要であることから、400m L献血ができない若年層に対して、国、

都道府県(学 校と連携し 「献血セミナー」を実施する等、献血の知識にういて啓発

する取組を積極的に行 うとともに、特に高校生等の献血時には、400m L全血献血

に不安がある場合は 200m L全血献血を推進‐するなど、出来る限り献血を経験 して

いただくよう努めます。

(4)血 液製剤の在庫管理と不足時の対応             ~

赤血球製剤等の在庫予測に基づき、献血者確保対策を講 じて安定供給に努めま

す。また、国及び都道府県にも在庫情報を提供し、万一の在庫不足時には対応手順

に基づき、関係機関と連携した献血者確保対策を実施 します。

(5)災 害時等における危機管理

① 平 成 23年 3月 の東 日本大震災における全国からの血液製斉Jの支援実績や教訓

を踏まえ、今後も災害時において、献血血液の確保に支障を来さないよう、広域

的な需給管理体制のもと、国、都道府県及び市町村と協力して継続的に全国的な

献血の推進を図り、円滑な血液供給に努めます。

② 東 日本大震災の際には、停電や一般電話回線 (携帯回線含む。)の輻榛により、

通信手段の確保が困難となったほか、精油所等の被災や燃料の流通に支障が生じ

たため、移動採血車等の燃料の確保も困難となったことから、国、都道府県、市

町村及び企業等と協力 して、複数の通信手段の確保及び燃料の確保により、災害

時に備えます。

③ 広 域的な大規模災害の発生に備え、災害時等における献血血液の製斉J化に支障

を来さないよう、国と協議して必要な設備等の整備を進めます。

(6)献 血受入計画の分析と評価

献血の受入状況について、国、都道府県及び市町村へ情報を提供 します。また、

その分析と評価を行いて次年度の献血受入計画の各種施策の検討に資することとし

ます。
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平成25年 度に献血により受け入れる血液の目標量(日本赤十字社)
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(単位 :L)

No 都道府県名
全 血 献 血 成 分 献 血

合  計
2 0 0 m L 4 0 0 m L 血  小  板 血 漿

Jヒ  瀬 6.900 78,800 85,700 16.484 3。216 19,700 105。400

1.170 14,400 15.570 3.720 1,677 5,397 20,967

手 1.800 12.160 13.960 3.800 1.756 5.556 19,516

彗 1.851 20.636 22,487 7.087 5.822 12,909 35.396

田 1,180 12.000 13.180 4,120 1.103 5=223 18,403

形 1.368 11,000 12.368 2,765 1,987 4,752 17.120
百
田 2.700 21,972 24,672 4.620 2.054 6,674 31,346

城 3,188 25.432 28.620 6,105 6.999 13,104 41,724

木 2.827 18.296 21.123 4.820 5,371 10,191 31。314

洋 馬 2.364 21,678 24.042 6。723 2.482 9,205 33.247

埼 玉 6,116 57,475 63.591 13,397 20`756 341153 97.744

千 7,031 59.170 66.201 13.687 13.954 27,641 93,842

8.252 148.541 156.793 460495 35,937 82.432 239,225

| 1.300 84,308 85,608 17.513 25.214 42,727 128.335

添 2.258 21.433 23,691 6.479 6。741 13,220 36.911

山 660 10.080 10。740 3,400 1.513 4,913 15.653

11,840 12.570 3。880 2.648 6.528 19,098

井 9,948 10.510 2.368 3.337 13.847

山 梨 770 8=148 8,918 4.541 4.541 13.459

20 長 1,508 17.774 19,282 5,188 5.274 10,462 29,744

1.280 18.800 20,080 3,872 5.060 8,932 29,012

22 静 岡 1,940 35,080 37.020 9,320 6.994 16.314 53,334

23 知 4=100 69,000 73.100 201600 22.923 43.523 116.623

24 重 14,540 14.562 41040 5,916 91956 24.518

25 滋 491 13.254 13,745 2.834 2.122 41956 18.701

26 198 32.890 33,088 7=501 4.990 12.491 45,579

27 阪 2,796 113,811 116.607 27.050 17.475 44.525 161,132

28 丘
＾

1.640 57。268 58,908 14.470 8,882 23,352 82:260

29 14.727 15,346 4.194 2.300 6.494 21,840

30 歌  山 638 13.500 14.138 3.013 1.312 4.325 18,463

取 104 7,032 7.136 2.014 2.461 9.597

32 根 6.565 6.585 2.076 528 2.604 9,189

33 岡 693 23,725 24.418 7,310 2.350 9.660 34,078

34 広 686 32.124 32,810 13,520 3.376 16.896 49,706

35 山 ロ 278 18.347 18.625 3.244 1,290 4.534 23,159

36 徳 81974 9.017 2,333 582 2,915 11.932

37 11.444 11.534 2.291 1.772 4,063 15,597

38 愛 23 16,510 16.533 3.564 1.659 5.223 21,756

、知 418 9.554 9.972 2.333 1.031 3,364 13,336

40 福 岡 64.437 64.731 14.751 8.540 23.291 88.022

左 賀 48 8.880 8,928 2.280 3.650 5。930 14,858

42 長 解 17.880 18,356 4,280 1.885 6,165 241521

43 本 226 23,328 23,554 4,744 2.656 7.400 30。954

44 大 分 332 15,008 15,340 3,404 1.747 5.151 20,491

45 崎 14,044 14,251 3,633 2,422 6,055 20.306

46 勇  児   遅 20,848 21.231 4.365 1.178 5.543 26,774

47 縄 189 17,973 18。162 3,404 4,585 7.989 26,151

合 計 72,769 1,364,634 1.437.403 349.091 267,686 616.777 2.054.180

※ の 血 ′ については、血小 二おいて ているため、東京都に

併せて計上している。
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平成25年4月1日現在の献血受入施設数等について 平成25年度の献血受入施設整備予定について

血液センター 献血ルーム

(事業所・出張所)
移動採血車 成分採血装置

血液t ンター 献血ルーム(事業所。出張所) 移動採血車 成分採血装置

新設予定数 休廃止予定数 新設予定数 休廃止予定数 増減数 更新数 増減数 更新数

玉

平成25年度献血受入施設数及び献血受入施設整備予定等

※平成25年4月1日現在の献血受入施設(血液センター)について…・1については、実際に受入を行つている血液センター。
0については、立地条件等の理由により、献血ルーム、移動採血車及びオープン献血により必要な献血者を確保している。

※更新とは、増減なく新たな採血車、成分採血装置に入れ替えること。

別紙2-2

別紙 3

各都道府県血液センターにおける主な取組
とした対策

”珊
一 県内の小学生を対象に保護者向伴のもとキッズスクールを開催し、スライドを用いた献血クイズ及び献血バス等の施設見学を実施することで親子で献血につい

て学んでもらい、将来の献血者確保ならびに保護者の方へ献血の必要性を訴える̂ 小学生と保護者

若年層に高聴取率を誇るラジオ番組とタイアップし、パーソナリティがリスナーヘ献血に対する呼びかけ等を行う。 16～ 19歳 r

県と運携するなどして、献血未実施校に訪問し献血セミナーや校内献血の実施に向けた啓発活動を行う。併せて、献血実施日の前に献血セミナーを行い、献
血の重要性を理解していただくことにより、より多くの献血者確保を図る。 高校生

学生ボランティア団体主催の献血実施場所において、ポランティアと同世代の若年層献血者の増加を図ると共に献血の啓発を行う。 大学生。専門学生

医療を目指す学生に対して、献血セミナーを実施し、献血の重要性や必要性を理解してもらい、卒先して献血に協力してもらう。 薬学部及び医学部学生

プロスポーツ団体とのコラボキャンペーンにより、試合会場での献血実施やコラボグッズを製作し、若年層を主に対象とした献山者確保を図る。 20歳代

聡農夢振盆碧甦選首織 r広
響用

77シ
と持参用カードを配布し、次回協力時に新規献血者とペアで来所した方々に記念品を贈呈し、新規献血者の開 10～20歳代

企 における献血推進

Il:対象

1

献血への協力がない企業のHPなどを閲覧し、その中でも社会貢献活動をしている企業に対して、電話等により献血の必要性について説明し協力を依頼する。
献血協力企業に対しては、グループ企業で献血をしていない企業を紹介してもらい啓発活動を行う。
また、3年以上献血協力が遠ざかっている企業に再度献血への協力を依頼する。

献血未実施の企業や献血協力企業等

既存団体からの紹介や、特にCSR活動を推進している企業の代表メニルア雨 ス宛に献血協力案内を送るなどして、献血サポーターになっていただける企業・

団体を積極的に募る。また、当該企業。団体へのロゴマークの配布も併せて推進する̂ 新規企業及び団体

県・市町村担当者、献血協力団体頭U医 療機関等と血液の安定供給や献面の現状に関する会議を開催し情報交換を行うとともに、献血者の確保の必要性
等を啓発する。 県・市町村、献血協力団体、医療機関

各市町村担当者から献血未実施事業所を紹介してもらい、同担当者と事業所を訪問し、血液事業の現状や献血の必要性を説明して新規開拓に努める。 献血未実施事業所

血者の

1
献血会場に複数回献血クラブ会員の非接触型携帯ザ不 接続ユニット(サイトスタンパー)を設置し、登録しやすい環境を整備することにより、積極的に新規会
員を募集する。 献血会場来場者

1年以上献血に協力いただいてぃない方に依頼要請をかけで複数回献血者への誘導を図る。 休眠献血者

忌癬 駐
"甥 子校中心(」こ1瑞 男子を対象】再 爾 醸 顧 藤 百年生月ナ実施の高校

下
2・鉾 生を対象として実施)し、若年層の複数回献血者

高校生

「家庭」を単位とした献血の思想普及を図ることを目的に、そのご家族(本人、子供等)の誕生月に献血していただく呼びかけ等を行い、親子で助け合う心を育む
きつかけとし、年間を通して継続的な協力をいただく。 全献血者

の他 の

耐̈

事業所0移 動献血の際に、献血していただいた55歳以上の方にダイレクトメール等を送付し、定年退職後にもルームで献血に協力していいただけるよう推進
を図る。 55歳 以上の献血者

献血の実施と併せてAED&心 肺蘇生法の体験や救援物資の展示等を行い、献血のみならず赤十字活動への参加を促す。 献血希望者

す壇

認定される大学
?正

規授判 こおいて血液事業:献血
F現

て`深く考える穫会を提供し、当該授業を通じた学生の成果を広循 用すに とで献血啓知 こ資
大学生

学生やその保護者及び献血協力団体等に血液センターめ施設見学に参加していただき、血液事業の現場に触れることにより、献血の必要性への理解を深め、
また献血者の確保に繋げる。                               ・ 学生、献血協力団体等



平成24年度献血受入計画 (平成24年4ん 12月)

平成25年度献血受入計画の策定について

平成25年3月 1日

における取組状況と:

日本赤十字社 血 液事業本部

「献血推進委員会」を設置しています。特に、より高精度な需要予測を図ること

を目的として、同委員会の下に 「輸血用血液製剤需要予測特別委員会」を設置し、

医学的及び臨床的な観点から需要について検証しております。

また、輸血用血液製剤の安定供給を確保するため、「安定供給促進会議」(原則

隔週金曜日開催)を 設置し、全国の輸血用血液製剤の需給状況及び原料血漿の確

保状況を把握し、安定供給を実現 ・維持するための対応策の検討を行い、各血液

センターヘの指示 0監視・指導を実施しています。

(2)各 血液センターの取組

各血液センターにおいては、「需給計画委員会」(原則毎月開催)及びその下に「需

給計画委員会作業部会」(原則毎週開催)を 設置し、採血・製造・供給の予測に基づ

く在庫シミュレーションによる赤血球製剤 ・血漿製剤・血小板製剤の需給計画の検

証を行い、基本となる献血受入計画に調整を加え、翌月・翌々月の中期的需給計画

を策定しています。

特に、プロック血液センターにおいては、プロック内の需給状況の把握、需要予

測及び需給計画等を検証し、プロック内地域血液センターに対して指導・調整を行

い、安定供給の促造を図つています。

(3)在 庫量の情報管理と危機管理対応

① 血 液事業本部は、休日を除く毎日、午前 6時 現在の全国各血液センターの赤血

球製剤の在庫を把握 傷J紙2)し 、注意報水準.0警報水準に陥らないよう常に全

国の需給状況を確認するとともに、赤血球製剤の在庫状況を厚生労働省、報告し

ています。

また、各血液センターからは各都道府県及び各都道府県支部へ同様に情報提供

しています。

② 注 意報水準あるいは警報水準に陥つた都道府県については、「危機管理水準の

情報報告書」により危機管理水準の現況、それに至るまでに講じた方策等をプロ

ック血液センターを通じて血液事業本部へ提出させ、それを受けて血液事業本部

は 「危機管理水準の対応指示書」により具体的な対策等を指示しています。

なお、平成24年度については、注意報水準及び警報水準を下回つた事例は発生

しておりません。

③ さ らに、需給予測によつて血液不足が見込まれる血液センターについては、今

後の採血計画の見直しや増班体制などの具体的な対策を講じるよう指示してい

ます。

平成24年4～ 12月における各都道府県別の血液確保量、

確保目標量に対する達成率及び比較 別紙 1の とお り

2 血 液確保目標量と確保量及び供給量との比較に基づく分析

各血液センターにおける献血受入計画 (平成24年4～ 12月 :平成24年度の受入計

画を3/4したもの)の 目標量 155。 6万 Lに 対する確保量は153。 1万 Lで 、達

成率は98。 4%と なっており、確保量が目標量を下回つています。

一方、全体の血液確保量 153.1万 Lに 対し、原料血漿及び輸血用血液製剤の合

計使用量は145。 5万 L(確 保量に対する使用率95.0%)で す。確保量のうち

7.6万 L(使 用量の5.0%)が 未使用:量としての計上となつておりますが、この

中には検査不合格と期限切れが含まれています。

これは、献血受入計画を基本としながらも、医療機関からの受注状況と血液の在庫

状況を勘案して、期限切れ等に注視しながら安定供給を確保するため、各血液センタ

ーが状況に応じた採血を行つた結果であり、平成24年度も引き続き安定供給が確保さ

れています。

なお、今後も安定供給を確保するため、より精度の高い需給管理と需給調整による

有効活用を図つてまいります。

3 血 液製剤の安定供給等にかかる取組

日本赤十字社の血液事業については、更なる安全な血液製剤の安定供給を確保する.

こととして、平成24年度から広域事業運営体制に移行し、これまでの都道府県単位か

らプロック (全国7プ ロック)を 単位とする広域的な需給管理体制を構築しました。

本体制下において、輸血用血液製剤の在庫の過不足の早期把握、安定的な供給を図

るための必要な措置の検討と実施及び需給計画の検証を行うため、血液事業本部及び

血液センターにおいては次の取組を行つています。

(1)血 液事業本部の取組

血液事業本部においては、献血者確保及び血液製剤の供給等について審議する



④ ま た、平成17年4月 に本社及び各血液センターに献血推進本部を設置し、

万一、安定供給の確保が懸念される場合には、国及び都道府県と連携して迅速に

効果的な対応がとれる体制を整備 しています。

⑤ 更 に、赤血球製剤在庫が減少する冬季対策として、各プロックの赤血球在庫が

適正在庫数の120%以 上で推移するよう需給管理を図つております。

(4)冬 季 ・春季献血者確保対策

平成24年10月にプロック血液センター需給管理課長会議を開催し、赤血球製剤

の在庫が全国的に逼迫する冬季及び春季の在庫予測シミュレーション等に基づ

き、進捗状況確認及び対策の検討を行いました。

また、より安定的な在庫の確保に向けて、春季の確保対策については、3月 に

再度詳細な検証を行 う予定としております。

(5)危 機管理にかかる取組

広域事業運営体制に即した危機管理体制への見直しを行い、血液事業危機管理

ガイ ドラインを整備しました。

またt各 血液センターにおいてはt本 ガイドラインに基づいて、危機管理対応

マニュアルを整備 しております。

4 平 成24年度献血受入計画の進捗状況

平成24年度献血受入計画として、核となる対策と取組を血液事業本部から各血液セ

ンターヘ指示し、各血液センターでは都道府県との連携のもとに受入計画を策定 ・実

施しています。なお、その対策と各血液センターにおける主な取組の実施状況は次の

とおりです。

(1)若 年層を対象とした対策

若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な広報手段を用いて、

同世代からの働きかけ、病気やケガのために輸血を受けた患考さんや、そのご家族の

声を伝える等、効果的な広報を実施しました。

参考① 青 少年ふれあい事業の実施状況 (国庫補助事勤

小中学生を対象とした血液センター等の見学等 (体験学習を通じ、献血に

触れ合う機会の創出により献血への理解を深める)

平成 23年 度実績 実施回数 597回 、参加人数 37,642人

参考② 若 年層献血セミナー (国庫補助事詢

10代 後半から 30代 前半若年層を対象に献血への理解促進を図るために

血液センターの施設を利用し、セミナー等を開催。

平成23年度実績 実施回数 459回、参加人数 46,183人

平成 24年度上半期実績  実 施回数 318回、参加人数 32,328人

ア.小 学生、中学生を対象とした対策

献血の意義や血液製剤について分かりやすく説明するため、ポランティア組織

の協力を得ながら、学校へ出向いての勉強会や血液センター等での体験学習を積極

的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図りました。

イ。高校生を対象とした対策

「高等学校学習指導要領解説 保 健体育編」に献血に関する内容が盛 り込まれ

たこと、文部科学省から各都道府県教育委員会あてに献血に触れ合 う機会の受入

れについての協力に関する通知が発出されたことから、これまで実施してきた若

年層献血はもとより、献血のみならず、赤十字活動全体を含めた命の大切さ等に

ついての勉強会を学校へ出向いて積極的に実施tま した。

ウ。大学生を対象とした対策

献血推進活動を行つている献血ボランティア組織等の協力を得て連携を図り、

大学生に対して献血や血液製剤に関する理解を深め、実際に献血を体験してもら

う取組を行いました。

また、学生献血ボランテイアとの更なる連携を図るとともに、その組織基盤の

強化にあたりました。

さらに、将来の医療の担い手となる学生等に対して、多くの国民の献血によつ

て医療が支えられている事実や血液製剤の適正使用の重要性への理解を深めても

らうための取組を行いました。

工。10代 に対して、採血基準の改正により、男性に限り400m L全 血採血が 17歳から

可能となることについて普及啓発活動を実施 しました。

(2)献 血者の年齢層に応 じた献血推進対策

ア.20歳 代後半～30歳代の女性を対象とした対策

この年代の女性については、出産、あるいは子育てに忙しいという理由により献

血者が減少しているものと考えられることから、親子で献血に触れ合える機会を設

けるため、地域の特性に応 じて献血ルームにキッズスペースを整備する等の受入体

制の充実を図りました。

イ.40歳 ～50歳代を対象 とした対策

企業や団体の中心的な存在であるこの年代に対 して、「血液の使われ方」、「献血可

平成 24年 度上半期実績  実 施回数 325回 、参カロ人数 18,444人



能年齢」等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、社会貢

献活動の一つとして、地域の実情に即した方法で企業 ・団体等における献血者の増

加に努めました。

ウ.60歳 以上を対象とした対策

この年代は、60歳 を超えたところでの献血者数の割合が急激に減少しており、そ

の理由として定年退職することにより献血に関する情報に触れる機会が減つてしま

うことや健康上の問題等が要因として考えられることから、定年退職後も引き続き

積極的に献血に協力していただけるよう、情報伝達の方法を工夫するなどして献血

者の増カロに努めました。

70歳 以上の献血が出来なくなつた方についても、個人ボランティアとして協力頂

き、献血の推進に支援いただけるよう努めました。

また、血小板成分献血について、採血基準の改正により、男性に限り69歳まで可

能となつたことについて普及啓発活動を実施しました。

(2)企 業 ・団体における献血の推進対策

社会貢献活動の一環として、献血に協賛する企業や団体を募り、地域の実情に即

した方法で献血の推進を図りましたら

。新規協力企業及び団体の開拓

・献血ルームや移動献血会場への協力企業|の開拓

。ロゴマークの活用 (ロゴマーク取得促進のための専用ウエプサイ トの運営、

ステッカー配布など)

<平 成23年度実績>

ロゴマーク配布数1,168件 協 賛企業 ・団体数1,794件

(協賛企業 ・団体数は事業開始の平成18年度からの累計は47,137件、ロゴマー

クの配付数は8,781件となつている)

<平 成24年度上半期実績>

ロゴマーク配布数1,216件 協 賛企業 ・団体数897件

(3)複 数回献血者確保対策

複数回献血協力者を確保するため、複数回献血クラプの充実等、重点的な啓発、施

策を行いました。

また、複数回献血クラブ会員の中でも、特にメニルを利用した会員の増加に取り組

みました。

・「複数回献血クラブ」会員の募集を増強

。「複数回献血クラブ」会員への献血依頼及び理解促進のための情報提供を実施

<平 成24年度上半期実績>

複数回献血クラブ会員数93,231人

<平 成18年度から平成24年上半期までの実績>

複数回献血クラブ会員数485,809人

<献 血実人数に占める複数回献血者の割合>

(平成23年4月 1日～平成24年3月 31日実績 :32。3%     1

(4)目 標量を確保するための全般的な対策

(献血受人体制への取組)

献血者が安心して献血できるように、職員の教育訓練の充実強化を図るため、全

国研修会を開催

(広報活動への取組)

・通年:「LOVE in Actionプロジエクト」

・7月 「愛の血液助け合い運動」

・7～ 12月 「第7回 いのちとタト句コンテス ト」

012月 「全国学生クリスマス献血キャンペァン」

01～ 2月 「はたちの献血」キャンペーン

上記の取組を全国で展開しました。この他、病気やケガのために輸血を受けた患

者さんや、そのご家族の声を伝えるための映像を製作したことから、各血液センタ

‐において、講演会や、施設見学時、学校等での上映会を実施し、効果的な広報を

実施しました。        ｀

(血液センターにおける献血者確保への取組)

・複数回献血協力者を確保するため、複数回献血クラブ会員へ情報誌の発行や、AED

講習会等を実施する他、電子メールを活用した献血依頼を実施。また、リーフレ

ットを作成する等して、新規クラブ会員の確保を実施

・需要に応じた400mL献血を推進

・需給予測に基づき、固定施設における受付時間の延長や移動献血バスの増車によ

る献血受入等の措置を実施

・新規献血協力企業 ・団体の開拓を行うとともに、既存協力団体の献血実施回数の

増加を依頼

・学生献血推進ボランティアと連携して、若年層献血者確保対策として大学等にお

ける献血を実施



・地域の特性に応じてキッズスペースを整備 し、親子が献血に触れ合う機会を設け、

献血者確保を実施

5 平 成25年度献血受入計画の策定

(1)当 該年度に献血により受け入れる血液の目標量

各血液センタこにおける平成 23年 度供給数の実績と平成 24年 度上半期の供給

数を中心に、過去 3年 の供給動向 αり紙 3)等 から傾向を分析し、当該年度の供給

数を見込みt都 道府県との協議のうえ、献血の目標量を算定しました。

(2)前 号の目標量を確保するために必要な措置に関する事項

・献血受入体制の策定

各血液センターにおいては、献血の目標量を確保するため、献血種別にも配慮し

ながら、過去の献血実績に基づき、施設別 (献血ルーム、献血バス、出張採血)の

月別、週別、日別の献血受入体制を策定しています。

これらをもつて、都道府県と献血受入計画等を協議し、基礎となる年間の献血バ

スの配車計画等を定めています。

・献血者の確保対策

血液事業本部では、献血者の確保に関する基本的対策について(国の基本方針及

び献血推進計画に呼応した献血者確保対策を基本とし、各血液センタ‐へ指示して

います。

血液センターでは、血液事業本部の指示による献血者確保対策を基本としながら

も、それぞれの地域事情を反映した′「都道府県献血推進計画」と連携した献血者確

保の取組を計画しています。
一年を通して安定供給を維持するためには、地道な日々 の取組の積み重ねによる

献血者の確保によるところが大きいと言えます。.また、不足が予測される場合には

早めの対応が重要です。各血液センターで実施されている各種取組は、これまで過

去に行つてきた取組の中でも効果的なものが継続的に実施されています。

平成 24年度の赤血球製剤の在庫推移は、別紙4の とおりです:

平成 25年度の各血液センターにおける献血者の確保対策については、別紙 5の

とおり血液事業本部が示した基本となる確保対策項目に、各血液センター自らが数

値目標を設定し、具体的取組の進捗状況を評価することとしています。

なお、血液事業本部においては、各地の情報を収集し、全国会議等において各地

の取組事例を紹介する機会を設け、また、各地の取組を月間情報として配布する等、

献血者確保のための情報共有を図つています。

(3)そ の他献血の受入れに関する重要事項

血液事業本部では、国の基本方針及び献血推進計画に基づき、日本赤十字社とし

て、これら方針及び計画に沿つた献血の受入れに関する重要事項について、計画し

ています。
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(別紙1-1)

各プロック別血液確保量等一覧 (平成24年4ん12月)
単位:L 平成24年4～12月各都道府県別献血者数一覧

血液
使用率

C/B

受入計画量

A
31.57279.249

105。9% 11.153

277,012

31,478

71,437
175。139

106.8%

:256:721 112711,012:|:|‐15621178

104。2%11,657

83=767

114,214

13.739
18.576

121=897

16.373
130479

37,116
101,1%

△ 1,24617.873 16.627

31.18665.987

10.825

14,610
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全国の赤血球の在庫状況(平成24年度)
金 R C C L R十照射RC C L R (換 算数 ) 上段 :RCCLRl

中段 :RCCLR2

TE登 :RCCLR (1を 響事嶺女)

上段 :IR―RCCLRl

中段 :IR―RCCLR2

下段 :照 射RCCLR(換 算数)

プロック名

適正在庫数

上段 :適 正在庫      中 段 :実 在庫 下段 :過 不足数 ・対過不足率

過不足率
A O B A B 計 A O B A B 計 A 0 B A B 計

北海道ブロック

4,500
閻
1,475
194%

撃醐 戯
449
133%

脚 職
835
183%

:期球
387

170%

喘“|
3,146

* *

170%

28

262

17
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16

112

6

41
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1,016

352

620
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684

133

358

1,183

2,678

東  北 ブ ロ ック
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剛
11535
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彗認認獅麟
615

1 3 7 9 6
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|■絹|
3,483
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1,449

1,154
3,637
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11鳴響落
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2,027
1 3 1 %

4,630

1螂
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雰脚
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ユ響:33澤11
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* *

159%
181

1.249
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趙 =
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11署専420
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螂 =

632
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* *

174%

26

491

17
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22

222

14

91

79

1。182

288

2,207

201

1.672
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1,382

78
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757

5.863

近 畿 ブロック
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1 3 弔
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2,332
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難躙 :
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=榊 ‐
6,040

* *
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21
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16
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12
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159
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816
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甲 四 国 プ ロ ック

6,595
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螂 |
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5
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3
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44
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1 1憾
12,912

152%
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叩
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鍮
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7.039

2

15

1,688

11,021

1,644

10,815
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4。485

6,329

41,328



3,137
3,172 3,299 3,278 3,394

8,787 8,843 9,091 9,104

巨 6,513 6,574 6,579 6,699

鰯1紙 3)

200mL換 算

(千単 位 )
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供給動向と供給見込み

平成21年度   平 成22年度   平 成23年度   平 成24年度 平成25年度

※全血製剤の供給は少量のため、グラフ上に表示されません。

年度別赤血球在庫の推移 (全国螂榊

鰯J紙4)
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平成 25年度 に献 血 により受入れ る血液の 目標量 を確 保するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

北海道赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

8.6%

ティーンズドナー献
血キャンペーン 継続 16～19歳 11～ 12月 全道献血受入施設

北海道の共同事業で、若年層に高聴取率を誇るラジオ番

組とタイアップし、パーソナリティがリスナーヘ献血に対す

る呼びかけ等を行う。

20代の献血者及び献血率の目
標値

9.4%

学生献血推進協議
会会議

継続
道内各学生ボラン
ティア

4・8・1月 北海道センター
クリスマス献血キャンペーン及びサマー献血キャンペニン

の報告会や反省会と併せて血液事業の現状や血液製剤

の知識等を養つてもらう。

+t?-ffifr*+>
/(-> 継続

20代を中心とした
若者

札幌、室蘭、旭川、釧路、

函館のショッピンク
・
センター等

学生献血ボランティアがイベント等の催しを企画し、若年

層に対する献血推進活動を行う。

クリスマス献血キャ
継続

20代を中心とした
若者

札幌、室蘭、旭川、釧路、
函館のカッピ"・センター等

学生献血ポランティアがイベント等の催しを企画し、若年

層に対する献血推進活動を行う。

献血推進ポスター

展
継続

デザイン系の専門
学校生等

6～ 9月 北海道センター
幅広い献血の啓発を行うため、絵画技術を有する札幌近
郊の学校へ、献血広報用ポスターの作成に参加していた
だく。

その他の目標値

献血セミナー実施目標数

高等学校8校

献血推進講演会
(献血セミナー)

継続
′卜0中・高・短大8

大学生
通 年

山の手高校 、武修餌 n~

校、医療センター西看護
学終仙

学校長はじめ教員の理解のもと、1時間程度の献血推進
講演を行う。

施設見学の受入 継統
′1 ・ヽ中・高・短大・

大学生
通年 随時 北海道センター 血液センターを見学してもらい、血液事業の現状を説明す

ることで、献血の必要性を理解してもらう。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

13件 新規及び待機事業
所の開拓・確保

継続
各企業及び献血
会場周辺企業

通年 各事業所
企業間のネットワークや、ライオンズクラブなどを通して、

新規献血事業所及び待機事業所を紹介してもらう。

1 回
ライオンズクラブ研
修会

継続
ライオンズクラブ
会員

7～ 11月 ホテル講演会場

フ オンズクラブ会員を対象に講演を行い、血液事業の現
状を理解いただいた上で、さらなる献血推進をお願いす
る1

48件 献血サポーター募
集

継続 各事業所 通年 各事業所
献血協力企業に対して、よリー層献血への意識を高めて
もらうために、移動採血実施の際に「献血サポーターJへの

登録を呼びかけていく。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

別紙5

北海道赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回 数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複 数回献皿者の 目標恒

①複数回献血クラブ会員数を
5,000人アップする。
②新規献血者再来率を2酬と
する。

①複数回献血クラ
プの運営

継続 般の献血者 通年
クラブ案内チラシや非接触型携帯サイト接続ユニット等を有効活用し、積極的に新規会員を募
集する。

②斬規献血者に対
する再来依頼

継続 新規献血者 通年 新規献血者に対し、ハガキによる要請を行うことにより、再来率の向上を目指す。



別紙5

平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

青森県赤十字血液センター

青森県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の日
標値 4,500人 8.5% 若年層献血者

確保対策
継続 県内の大学生 5・6・7・11・12・1月 青森県庁

なつているので、不参加の大学を訪問して8大学による連絡会とする。
年6回連絡会を開催し、献血の勉強会やキヤンペーン等の企画を立案し

若年層献血者
確保対策

継続
各大学・短期大学

学生
4～3月 延べ40 各大学・短期大学 連絡会の学生ポラジテイアが中心となり同世代へ呼びかけをする。学園

祭バンフレットに広告 (有料)を掲載して、推進に努める。

若年層献血者
確保対策

継続 高校生 4～3月 献血未実施高校
献血未実施高校を訪問し、献血協力や献血セミナーの実施を依頼す

る。(平成24年10月末現在85校中、42校実施予定)

若年層献血者
確保対策

継続 高校生 4～ 3月 延べ60 各高校

20代の献血者及び献血率の目
標値 10,∞0人 8.5%

若年層献血者
確保対策

継続 県内の大学生 5・6・7・11・12・1月 青森県庁
上記内容と同様

若年層献血者
確保対策

継続
各大学・短期大学

学生
4～3月 各大学0短期大学

若年層献血者
確保対策

継統 自衛隊員 陸上自衛隊 心とした若年層の献血者確保に努める。

若年層献血者
確保対策

継続
薬学部及び医学

部学生
4～3月 薬剤師会館及び弘前ルーム

医療を目指す学生に対して、献血セミナーを実施し、献血の重要性や必
要性を理解してもらい、率先して献血に協力してもらう.(平成24年度は
27回実施し163人参加予定)

10・20代 の引換券持参献血者

400人 以上
若年層献血者

確保対策
継続 10・20代 1～3月 各献血会場 念品引換券の付いた広告を掲載し、引換券を持参し献血した方に記念

品を差し上げる。

5,∞0人に依頼し8%以上の応詰
率(4∞人以上)

若年層献血者
確保対策

継続 10・20代 9～10月 各献血会場 血した方に記念品を差し上げる。(24年度は5,443通発送し、394人の応

諾、72%の応諾率)

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規0継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

25社以上の新規開拓
献血協力団体

増加対策
継続 献血未実施事業可 4～3月 随時 各事業所

一緒に事業所を訪問し、血液事業の現状等を説明して新規事業所の開

拓に努める。

延べ540以上の訪問
献血協力団体

増加対策
継続 献血実施事業所 4～3月 随時 各事業所 る。訪問した際には、従業員数などの情報を確認し、配車計画の参考に

する。また、周辺事業所にも訪問して、確保にあたる。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策0事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

950人以上の新規入会
(平成24年度実績予測数の10%

増)
複数回献血協力者

確保対策
継続 全献血者 4月～3月 随時

施)を受けられることを周知し、入会者を募る。封書で一般献血者に依頼する際には:クラブ会員募集の
バンフレットを同封する。また、未会員の献血者には、献血終了時にバンフレットを演して入会を募る。平
成25年度は950人の入金で実会員数6鰤 人を目指す。

2,400人以上 の応諾者
複数回献血協力者

確保対策
継続 複数回クラブ会員 4月～3月 随時 卜等の情報を送信する。(年間∞,000通の送信で応諾率4%以 上を目標とする。)

工。その他

平成25年度の数値日標 事業名

具体的な対策 ・事 案内容

新規・継続 対象者
異施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

6,∞0人に依頼し16%以上の応

諾率(960人以上)
年齢層献血者確保 継続

.30～
49歳 5ん6月 24年度は6,436人(メール依頼含む】こ依頼し、1,023人の応諾、159%の応諾率)

5,∞0人に依頼し20%以上の応
諾率(1,000人以上)

年齢層献血者確保 継続 50～69歳 7～ 8月
Ю～69晟の献血依頼対象者に封書依頼し、期間中、弓l換券を持参し献血した方に記念品を差し上げる。
24年度は11月に実施。4,358通発送し、応諾率2∝を見込む)
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岩手県赤十字血液センター
平成25年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

前年対比300人の増加
学内献血の実施 継続 学内の学生・職員 通年 高等学校・専門学校・大学

県・市町村担当者と訪問し震災前(平成22年度)の実施校

105校に協力を要請する。

20ftの献皿石及ひ臥皿卒の 日

標値

前年対比300人の増加

学内献血推進
イヘ

・
ント(ライメ&トーク)

新規 大学
大学祭の会場で県内のアーティストの参加をいただきト ク&ラ

イプを実施し献血のPRを 行う。

電車内ポスター

掲示
新規 通年

」R東北本線
いわて銀河鉄道

通学路線の車輛に献血推進ポスターを掲示し献血のPRを 行う。

献血推進ポスター 新規 上半期 高等学校・専門学校・大学
県内出身のアーティストによるボスターを作成し、学校へ掲示す

る。

献血セミナー200名参加

献血セミナー 継続
一般・献血者 大型ショッヒ

゜
ンク

・
センター

集客の多いシヨッピングセンターで献血推進イベントの実施。地

元ラジオ局とタイアップし公開録音を行い後日、放送する。

献血ルームー日所長 新規 主に若年層 8月 献血ルーム
県出身のアーティストを献血ルームー日所長として任命し、若年

層を中心に献血を呼び掛ける。

ラジオCM 新規 主に若年層 冬 季 50本
県出身のアーティストから県民(主に若年層)に対し献血への協
力を呼び掛ける。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規協力団体10団体の募集 継続 県内の企業・団体 通年 献血未実施団体の発掘

別紙5

岩手県赤十字血液センター

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

薇双回献皿有の日裸恒

3,000人に増加
複数回クラブチラシ作職 継続 全血献血者 4～ 3月 通年 献血実施会場で複数回献血クラブ未加入者 (特に400m L献 血可能の方)にチラシを用いて勧誘する。

その他の目標値

複数回協力者を前年度対比で
1%アップする6

献血もう1回
キャンペーン 継続 献血者 11～3月 主に上半期の献血協力者に対しダイレクトメールによリキャンペーンの周知を図る。

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 `事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

2∞mL換 算で200本の確保
東北学生夏の

献血イベント 継続 7～8月 学生ホ
゜
ランティアによる街頭での献血の呼び掛け。

1会場200mL換 算100本
クリスマス献血
キャンだ―ン 継続 12月初旬～25日 各種ホ

・
ランティア団体による街頭での献血呼びかけ

l*tszoomLnsroo* ハ
・
レンタイン献血

イベント 継続 2月初旬～14日 各種ホ
・
ランティア団体による街頭での献血呼びかけ。

50万枚 新聞折込チラシ 継続 新聞購読者 通年 県内で一番購読者の多い新聞社に献血チラシを折り込むことにより新規献血者の確保に努め`

献血参加者1,000名 献血体験イベント 継続 4月～6月 献血体験キャンペーンを実施し献血の必要性と複数回の献血をPRす る。

ラジオによる献血会
場告知等 継続 県民 通年 平日の朝、当日の献血会場の告知。献血ルームメッセージノートの紹介。等々



平成25年度 に献血 により受入れる血液の 目標 量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

、 平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策
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宮城県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者
, 実 施時期

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血軍の目
標値
構成比7.7%

高校生セミナー実
施用ポスター作成

5箇所(新規) 県内高校97校 県内高等学校 セミナー募集用ボスターを24年度配布し、校内行事予定
に反映して戴く。また、25年度も作成する。

セミナー募集の依
頼文を送付

継続 県内高校 97校 年度初め 県内高等学校 字校 長あて実施依頼 の文書 を送付する。

献血晋及用マグ
ネットハ

・―
径続 県内高校97校 年度内 県内各高等学校の各教

室
各教星用に有るホワイトボードに啓発用のロゴを入れたマ
グネットパ7を学校に必要性の有無を確認し、各教室にて

20代の献血看及び献血率の目
標値
構成比6.7%

ルームヘの誘導看
板の設置

新 規 年 間 仙台駅連絡通路 日50,000人が通る場所で、10代20代へ訴える内容の大型
ポード(W800 X h1600)を設置し、ルームの場所告知をす

ルームヘの誘導看
板の設置

10代20代中心 年間 一番町地下鉄周辺 地下鉄駅内にルーム周知ボードを設置。内容を若年層向
けにする。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ群細に記載すること)

新規50事業所の開拓(県内) 献血企業募集 新規 新規 企菜 年 度

配布する外、新規事業所訪間を保健所市町村と行う。

企業担当者へのP 新規 既に実施している
仙台市内の企業

年度 約60 0 県内 企栞献血担当者によって採血数が変わることから、献血
実施依頼時、感謝のメッセージを載せた文章を作成し配
布する。

ウ.複 数回転血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記職すること)

複数回献血者 の 目標 lE年360

0人
会員募集強化キャ

新規 献血者 9月 。10月
献血者が減少する冬季に、献血依頼要請を円滑に行うため、記念品を準備し新規登
録者の確保に努める。

血液センター見学ヨ 新規 既会員
複数会員に、献血してから患者様に届くまでを見学して頂き。献血への理解と意欲を
さらに高めて頂く。

複数回完結クラブ
メールマガジン

継続 既会員 隔 月

献血状況やイベント情報等を掲載したメールマガジンを定期的に配信する。アドレス
変更時の手順等を配信し、会員減少に努める。

その他の目標値  月 150人
成分献血予約オネ

ガイメール
継続 既会 員 不定期

一定期間献血頂いていない方へ、成分献血予約のお願いメールを送信し、献血者の
掘り起こしと成分献血の予約数の確保に努める。

別紙5

秋田県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10ftの瓢皿石 及ひ臥皿準 の 日

標値  4,6∞ 人
s:rube献血(献血講話〕 継続 高校生 通年 高等学校

秋田県の献血について高校生に解りやすく説明し献血に
ついての理解を深め身近に感じてもらう事を目的に実施

drube献血(TVCM) 新規 秋田県民 通年 不定期 なし テレビCMを 通じて献血の普及啓発を彿

s:測be献血0ジ オCMI 新規 秋田県民 通年 不定期 なし ラジオCMを 通じて献血の普及啓発を行う

高校生献血表彰 継続 高校生 通年 高等学校
高校生を対象に在学中献血回数5Ⅸ200mL:lP、4∞mL:

2P、成分献血:2P)達成者に表彰状と記念品を贈呈する。

20代の献血者及び献血率の目
標値  12"0人 drube献血(献血講話) 継続 警察学校 警察学校

秋田県の献 血の現状や血液の必要性を解 りやすく説 明し

献血についての理解 を深め定期的に献血に協 力頂く事を
目的に室怖

学生献血推進協議会
代表委員会

継続 短大生・大学生 4月 ・10月 ホテル・研修施設
少子高齢化が進む秋田県において学生が主となり献血ヘ

の理解と必要性を同世代へ伝える事を目的に実施

grube献血∈VCM) 新規 秋田県民 通年 不定期 なし テレビCMを通じて献血の普及啓発を行う

sirube献血(ラジオCMI 新規 秋田県民 通年 不定期 なし ラジオCMを通じて献血の普及啓発を行う

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

15,000枚送付で3,000枚応諾率
(2.酬)          ,

※H23年度より、1.1%増

400mL献血強化の

ためDM送 付

継続 拘回4∞mL献 血罐 通年 秋田県内献血バス
前回の400mL献 血者へのDM送 付。

※平成23年度、19,070枚送付(対象H20～H23)400mL献

血者3,611人確保(応諾率18.9%)

4∞mL献 血者3,1∞人確保予定 春の献血強化月間 新規 4∞mL献 血者 4～5月 秋田県内献血バス

4～5月の献血者の増加を図るため、特別な処遇品を準備
する。

※H23年度、4～5月の4∞mL献血者3,186人、H24年度4～
5月の400mL献血者3,000人

4∞mL献 血者3,000人確保予定 夏の献血強化月間 新規 400mL献血者 7～8月 秋田県内献血バス

7～8月の献血者増加を図るため、特別な処遇品を準備す
る。

※H23年 度、4∞mL献 血者3,063人、H24年 度400mL献血

4∞mL献 血者2,800人確保予定 冬期献血強化月間 新規 4∞mL献 血者 ‖～12月 秋田県内献血バス
11～12月の献血者の増加を図るため、特別な処遇品を率

備する。



ウ.複数回献血協力者の確保対策
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平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値
年二回以上の実献血者数:
11,∞0名

イベント実施 継続 献血協力者
4月、5月、8月 、11月、12

月、1月、2月、3月
複数回献血者確保を目的に季節に応じたイベントを開催し献血協力を依頼する。

複数回献血クラブ会
員ポイント制導入

新規 複数回クラブ会員 通年 不定期
複数回献血クラブ会員の特典として献血種類別にポイント数を付けポインHこ応じた

記念品を準備し複数回献血者確保へ繋げる

献血感謝祭の実施 継続 献血協力者
日頃から献血に協力頂いている感謝の気持ちを込め血液センターでイベントを開催し

献血普及啓発を図る

平成 25年度 に献血 により受入れ る血液の 目標量 を確保するための具体 的な対策

アル若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代 の献血者及び献血率の
目標値

平成23年 度 10代 の献血者
4,648名 →1割増の5,000
名を目標とする

出前講座 継続 高校生 6月・1 0月等 5回 県内高等学校
各保健所献血推進員が学校を訪問し、献血実施日の前に
出前講座を行い、献血の需要性を理解していただく。

施設見学 継続 高校生 10月 又は11月 2回 プロックセンター
今年で3年 目となり、養護教諭からも好評であることから、

継続事業としてプロックセンターと連携を図りながら実施す
る。

20代 の献血者及び献血率の
目標値

平成23年 度 20代 の献血者
9,056名 →1割増の10,00
0名 を目標とする

学生ボランティア
打合せ会

継続 大学生等 5月 ・7月 ・10月 3回 所内
サマーキヤンペーン及びクリスマスキャンペーンの実施に
ついて意見交換を行う。

出前講座 継続 看護学生 1 回 学校内
授業の一環として実施。採血及び学術の協力を得て90
分、スライド及びDVDを 活用し説明する。

はたちの献血 新規・継続
20代を中心とした
年齢層

1月～2月 各献血会場
若年層を中心に地元プロスポーツチームとの献血キャン
ペーン等の実施する。

その他 の 目標 恒

県 内中学校 10校 を目標 とする
出前講座 継続 中学生

依頼があれば月に関係
なく実施

県内中学校
次世代の献血者育成のため、各保健所と連携をとり希望
校があれば、スライドやDVD等 で実施。また、時間が少な
ければ口頭にて実施する。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回 数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

県内企業3企業以上の実施を
目標とする

企業セミナー 継続 企業職員等
依頼があれば月に関係

なく実施
3回 希望企業

献血実施前にスライド等を活用して実施する。建設業等の

依頼が多い。

クラブ員献血者数 13,783名 ライオンズクラブ研
究会の開催 継続 ライオンズクラブ 10月～11月 1 回 150名 規模の会場

LC332-E地 区58クラブ会員の献血に関る役職より参
加してもらい、ガバナーより献血の目標を掲げてもらい1年

間のアクティビティとする。

5クラブ以上の実施を目標とす《
各ライオンズクラブ
例会での出前講座

継続 各ライオンズクラブ 依頼があれば月に関係
なく実施

5回 例会場等
研究会とは別に、各地区での例会にゲストスピーチとして
参加しスライド等で献血の重要性を説明する。



ウ 複数回献血協力者の確保対策

ウ 複数回献血協力者の確保対策

平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア。若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策0事業内容

新規・継統 対象者
異麗時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標恒
3,962名 (平成23年 度3,04
8名 の3割増し)

低ヘモグロビン献

血者に対する健康

相談

継続 学生
平成25年8月 1日～26

年2月28日
高校での献血において、低ヘモグロビン濃度のために献血できなかつた献血者に対
し、栄養士による食生活や日常生活での相談・アドバイスを行う。

複数回クラブ会員
への依頼メール配 継続 複数回クラブ会員 随時

複数回献血クラブ登録者に対し、献血依頼メールを送信。献血ルームのキャンペーン
時や、献血バスの運行時に付近に住んでいる会員に対して行う。

複数回献血者キヤ
新規 献血者 平成25年 7月 ～9月

献血回数が2回日の献血者に対し記念品を進呈するキャンペーンを行い、献血回数
が1回だけの献血者に2回自以降の献血を促す。

別紙5

山形県赤十字血液センター

別紙5

福島県赤十字血液センター

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 ・事 業内容

新規0継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血セミナー集客150名 を目
標とする

献血セミナー 継続
一般・献血者 10月 1 回

ショッピングセンター等でマスメディアを活用し、イベントを行う。また、冬を前に実施す
ることで血液の確保に努める。

昨年同実績1割増
学生サマーキャン

継続 学生ボランティア 8月 4～ 5会場
東北6県 合同企画として、2007年 より実施。夏、特に8月 が不足することから、若者
より呼びかけてもらい献血協力を仰ぐ。

昨年同実績1割増
学生クリスマス献血
キヤンペーン

継続 学生ボランテイア 12月 4～ 5会場 冬期間の血液不足解消のため、12月 各会場で実施。

50名 の採血+継 続的な協力 プロチーム合同献1 継続
一般・献血者 10月 1 回

地元プロサッカーチームとタイアップを行いキックオフ前に献血を実施。選手による呼
びかけや、オリジナルグッズを献血実施者ヘプレゼントするなど大変好評である。

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値        ｀

献血 !私たちから
はじめよう

継続 に学生・専門学校 8月 ・1～ 3月 福島市・郡山市・いわき市
企画の段階から学生が主体となる参加型のイベントの開
催

20ftの献皿番及び献皿卒の目
標値

献血 !私たちから
はじめよう

継続 に学生・専門学校` 8月 ・1～ 3月 福島市・郡山市・いわき市
企画の段階から学生が主体となる参加型のイベントの開
催

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

1稼働平均2単位増加
事前企業訪間の実
施強化

継続 企業および団体 通年

月間
10回程度
の訪問

県内企業
県・市町村献血担当者と移動採血車の運行計画に基づき

事前企業訪間を計画的に実施強化する

新規事業所10社
新規献血協力事業
所獲得

継続 企業および団体 通年 10回 県内企業
県・市町村献血担当者との連携を図り、新規献血協力事
業所を獲得する。

10社 状血サポーター獲響 継続 企業および団体 通年 10回 県内企業
県・市町村献血担当者との連携を図り、新規献血サポー

ターを獲得する。

福島県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継統 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

硬瓢 回献皿者の 目裸恒

1,000名

複数回献血クラブ

登録強化
継続

複数回献血
クラブ未登録者

通年
毎月10回

程度
街頭献血やイベント開催時に登録勧誘・受付の職員配置する。
福島県独自の登録記念品を準備する。



平成25年度 に献血 により受入れ る血 液の 目標量 を確 保するための具 体 的な対策

ア 若年層献血者確保対策

茨城県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規
・継続 対象著

実施時期
※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目標
値 8,530名

平成23年度実績が8,039名、平成
24年度予測実績8,290名あつたこ
とから実績に対して2.9%アップの
8,530名確保目標とする。

400mL献 血推進 継続 高校生 5月～3月 65回 高等学校

確保 目標 数 :1,300名

平成23年度400mL献血者1,223名であつたことから、実績に対し
6%ア ップの11300名確保目標とする。

方策として、採血基準変更に伴う資料等で400mL献 血の安全性

を説明し400mL献 血者に対して記念品を配布する。

高校献血推進 継続 高校生 6月～7月、9月～11月 20回 高等学校

実施目標数 :75夜

平成23年度管内実施校64校、実施率51.2%であったことから、
8.8%アップの75校(11校増)を目標とする。

方策として、献血未実施高校に出向き献血受入の推進及び校

長会、養護教論の会議で献血の要請をする。

高校献血キャンペー: 継続 高校生 1 0月～3月 1 回 高等学校・献血ルーム

平成23年度高校生の献血者5,389名であつたことから実績に対し
‖.3%アップの60000名確保目標とする。
方策として、県はキヤンペーンのポスター等を募集し、優秀作品
には賞状(血液センター所長賞含む)を贈る。また、優秀作品の
中から1点"シ を作成し血液センターと協働で全ての高校に啓
発する。

出前講座 継続 高校生 8月、10月～12月 5回 高等学校

平成23年度実施高校は3校であつたことから実施校に対して8%
アップの10校を実施目標とする。
方策として、血液センターより講師が各学校に出向き出前講座
を実施し献血への理解を深めてもらい意識の向上を図る。。ま
た、参加者には記念品を配布する。

20代の献血者及び献血率の目標
値 18,470人

平成23年度実績が17,401名、平
成24年度予測実績17,936名あつ
たことから実績に対して3%ア ップ
の18,470名確保目標とする。

継続 大学生 1 回 大学

目標lE:100名
平成23年度の茨城大学では献血者49名の実績であつたことか嗜
23%ア ップの60名増の100名を目標とするしまた、同時期に筑波

大学でも実施し40名の献血者を見込む。

方策として、新たに成人を迎える「はたち」の学生を中心に献血

の啓発をする。
1ま

た、献血協力者には記念品(県より)を配布す

る。

献血セミナー 継続 大学生 4月～7月 、11月 4回 大学

目標値:4大学
平成23年度のセミナー開催は2大学なので2倍の4大学を実施 目

標値とする。

学内の献血実施日に献血ブースを設けバンフレット等を配布し

セミナーを実施する。

継続 大学生 1回 献血会場・献血ルーム

確保目標数:670名

平成23年度期間中の献血者は593名であつたことから77人増の

670人を目標値とする。
3ルーム1日5人増 X3日 間=45名 、移動採血1日10名増 X3日 間
=30名 、(合計75名)+α で2名

方策として、県内の学生ポランティアが同世代の若者に献血ヘ

の呼びかけを実施し献血者を確保する。また、大学のサークル
に協力を要請しキャンペーン中のイベントを企画する。

継続 大学生 通年 1回 水戸。つくば。日立献血ルーム

確保目標数 :2,095名

平成24年度(途中)の新規献血者は月平均122名(キャンペーン

無)であつたことからキャンペーンを実施し40%ア ップの170名と

する。
170名-122名 =48名 ¨・10名増の58名
lヶ月58名X3人 (新規・紹介者)X12ヶ 月=2,088名

7名はプラスアルフア
方策として、新規献血者の同伴又は紹介いただき献血の申込を
した方に記念品を配布する。血液センターHPに 掲載、大学構内
にポスター等掲示でPRす る

新規 大学生 通年 1回 献血会場

平成23年度学内献血の400mL献 血者実施者はa16:名 であつた

ことから‖。4%ア ップの■438名を確保目標とする。

方策として、400mL献血の意義を理解してもらうポスターを学内
及び献血会場に掲示する。
初めての400mL献血協力者には記念品を進呈し400mL献血の
推進を図る。



イ 企業等における献血の推進対策
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平成25年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

茨城県赤十字血液センター

別紙5

栃木県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規0継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

目標数 30
平成23年度新規事業所は24件で
あり、その25%ア ップして30事業
所の確保を行う。

新規献血事業所の開拓 継続 新規事業所及び団体 通年 各事業所 市町村、団体等と連携し新規事業所の開拓。

目標数 20 ′
平成23年度休眠規事業所は17件
であり、その18%ア ップして20事

業所の確保を行う。

継続 通年 各事業所 以前献血を実施していたが現在献血を休眠している事業所の開拓。

目標数 26
平成23年度複数回事業所は21件
であり:その25%アップして26事
業所の確保を行う。

複数回事業所の開拓 継続 献血実施企業 通年 各事業所 年1～2回実施の事業所は年2～3回の複数回の協力をもらう。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の日標値‖0,928
名

平成23年度総実献血者65,638名
で平均献血回数が1.63回であつ
たことから、日標値を110,928名と

複数回登献血録者推
進キャンペーン 継続 献血者 通年 1 回

実施目標数:2ρ∞名                  ~~~~~  ―
――

9夕基資』ぶ雲瑞躍響
°名の確石霧準製尋t聾著議轟T樹 奪澤壼覧ち

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記戴すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値
平成23年 度実績 10,495人
献血率 12.1%

平成25年 度は11,00o人 目
標
献血率 13.1%

高等学校献血 継続 高校生 通年 高等学校
高校生を対象とした学校献血の実施。平成23年 度6,77
1人を平成25年 度は6,850人 を目標とする。ポスター、
チラシによる事前周知の徹底により目標達成を図る。

新規 若年層献血者 通年 各献血会場
献血可能となつた年齢層へ行政と連携し献血推進を働き
かける。中学3年生卒業時にチラシを配布する。

20ftの献皿石及び献皿卒の目
標値
平成23年 度15,937人
献血率 6.9%

平成25年 度は16,500人 目
標
献血率 7.1%

大学・短大献血 継続 学生 通年 大学・短大
大学生を対象とした学校献血の実施。平成23年 度2,01
8人を平成25年 度は2,200人 を目標とする。ポスター、
チラシによる事前周知の徹底により目標達成を図る。

継続 各献血会場

プロスポーツ団体とコラボキヤンペーンを実施し20代若年
層に働きかける。コラボグッズを製作しキャンペーン期間
献血者にブレゼント。また、抽選でプロスポーッ団体グッズ
等プレゼント.ポスター、チラシを制作し学校、企業等に掲
出する。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

集団献血等に協力いただける
企業・団体1086社 を1120社
までに増加させる。

休眠。新規企業確保事業 継続 企業担当者 毎月 通年 栃木県内企業

行政・LC等から紹介された献血未実施企業等の団体に対
して、ユ液製剤の需要動向や長期保存できないことなど、
情報提供し、献血の意義を理解していただき今後長期に
わたる協力関係を築く。

献血サポTターに参加する企
業・団体を30社増加させる。 継続 企業担当者 毎月 通年 栃木県内企業

献血協力団体、推進団体に対して、献血依頼時に要綱、
広報ちらしを配布し参加を募る。



ウ.複数回献血協力者の確保対策

別紙5

栃木県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標恒

平成23年度献血者実績が
34,476名で複数回献血者は
46,312人であったことから、複
数回献血者の確保目標値を
49785名 とする。

献血ポイント 継続 献血者 通年 随 時 暉 齢 走お輌醜 弼 驀 輔 》湯渾
る_

複数回転血クラブ運饉 継続 通年 随 時

非会員に対し、積極的に新規会員を募集する。メールによる献血要請依頼.情報提

供。組織化、サービスの向上を図る。平成23年度メールクラブ会員率が献血者の6.酬

であつたことから、10%以上の会員率を目標とする。その為の取り組みとして、スタン
パーの積極的な活用及び職員教育を行うこととする。

平日成分献血確保 継続 献血者 通年 随 時 騨饂稀講癬驚柵 黙搬1奇慇鵬 鰐'陽
検討を行う。                  _  ___二 ______

新規 献血者 不足時期 随 時

再来を促すためのチケットを配布、献血協力者に記念品を贈呈する。平成23年度献血

者の平均献血回数が1.60回であつたことから、献血者の平均献血回数を1.72回以上を
目標とする。                   __

そのIEの目標1回

平成23年度応諾数が月平均
614人であったことから、日標値
を月650名以上とする。

新規 休眠献血者 通年 随 時
休眠献血者に対して、依頼要請をかけ、複数回献血者への誘導を図る。月20人以上

の献血依頼を行う。

60歳 以上の献血依頼 新規 60歳 以上の献血者 通年 随 時
年齢の延長により可能となつた69歳までの方を対象に依頼要請をかけ、成分献血の

確保を図るとともに、複数回献血者への誘導を図る。月20人以上の献血依頼を行う。

誕生月献血 継続 誕生月献血者 通年 12回

『誕生月の記念に献血をJはがき、メール等により依頼する。平成23年度誕生月献血

の応諾率が17.3%であつたことから、メールの送信内容、送付タイミング等を工夫するこ

とにより応諾率の目標値を23%以上とする。

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 ・事 業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

キャンペーン会場街頭献血で
の平成23年 度実績数2,961
人400mL献 血率91.4%、 平
成25年 度は4,000人 を確保
し91.5%以 上を目指す。

継続 献血者 通年
400mL献血のみ受け入れ街頭献血会場を設定し、400mL献血キャンペーンを実施
する。ホームページやポスターなどで事前周知を図る。

平 成25年 度 に献血 により受入れ る血液の 目標量 を確 保するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

群馬県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代 の献血者及び献血率の目標
値
献血者「■823人」
献血率『103%」

グランドデザイン 平成24年度版

及び、事業計画書に基づく、日標
(案)から算定した。、10代 では23

年度実績7657人 (10.1%)、 24

年度(10.2%)、 25年 度(10.
3%)か ら算定した。

「初回献血者」
若年層献血者確保対策に係る全
国会議で示された、平成21年 度
～平成23年 度 年代別初回献血
者数・初回献血率及び初回献血者
確保 目標数案にある群馬県の平
成24年 度10代 初回数値目標の、
3年 平均 X5%増 で■234人であ
り、平成25年度については、5%

増で算出し、211.7人 の増の44
45.7人 を目標とする。

若年層献血協カキャン 専門学校生
予備校生

ある。
それを献血者確保目標の6496(中 期 目裸)まで増加させる。(ルーム

全体で年間約600人 )

各ルームのお知らせポスターにキヤンペーン情報を記載し、近隣の高

校、専門学校、大学も予備校等30校 (各ルーム 10校 )を訪問し、状況

説明と掲示をお願いし、若年層献血者に特別記念品を付与。

若年層献血者確保イベ
新 規 若年層 都 度 都 度 高崎出張所

塁荘Mヽ 1≧ 8月 → 占い師あ芳のポランテr71こ よつて実施

しており、時間は、14:00～ 17:00で 、曜日は、その都度変更してい

2012年 9月 現在、304名 実施した。

16歳 から19歳 の割合は、174%

20歳 から29歳 の割合は、31 396

い力Jこ若者に人気があるのかがうかがえる。

また、月1回ではなく、週1回または、この曜日にしてほしいという要望も

ペア献血 (出張所) 新規 若年層

次回協力時に新規献血者とペアで来所した方お二人に記念品を差し上

げることでも新規献血者の開拓及び献血者増を目的とする.

確保目標2“組 (月20組予定)
一般の献血協力者との記念品や接遇格差が生じないよう考慮し執り行

若年層献血セミナー

(演奏会協賛セミナー)



「

１

１

１

１

１

１

別紙5

群馬県赤十字血液センター

20代 の献血者及び献血率の 目標
値
献血者 目標「15,687人」
献血率「83%」

20代 については。23年度実績
15,179人(8.0%)、 24年 度(8
1%)、 25年 度 (8.3%)か ら算定
した。

「初回献血者」
若年層献血者確保対策に係る全
国会議で示された、平成21年度
～平成23年度 年代別初回献血
者数・初回献血率及び初回献血者
確保目標数案にある群馬県の平
成24年度20代初回数値目標は、
3年平均×7%増 で2,218人であ
り、平成25年度については、7%
増で算出し、155.26人 増の237
3.26人 と算出した。

イベント会場、移動採血車

のカイロを作成配布し啓発を行う。

継続 若年層 移動採血車、各出張所

5月の試合会場に移動採血革を配車、各出張所を含めたイベントを実
施し、推進ポスター同様デザインのクリアフアイルを作成して献血者に
進星する。22年度実績から、試合会場→60名の献血者を確保する。各
ルーム(1週間)→1,0∞名の献血者を確保する。

ザスパ草津献血応援ス
継 続 若年層

献血推進試合会場、

移動採血車、各出張所

卜を実施し、献血応援グッズ、コラボ記念品を作成して献血者に進呈す

前年度実績から、試合会場→3"0人 の観客数に対して、60名の献血

者を確保する。各ルーム (1週間)→1,∞0名の献血者を確保する。

パナソニックワイルドナイ
ツ「応援キャンペーン」

継 続 若年層 12月または1月 移動採血車、各出張所

前年度実績から、試合会場→2,4∞人の観客数に対して、60名の献血

者を確保する。
各ルーム(1週間)→1,000名の献血者を確保する。
献血応援グッズ、コラボ記念品を作成して献血者に進里する。

若年層献血者確保対策の一環として、
小学生及び中学生に対しても献血の
意義理解σ促進を図ることとし、将来
にわたる若年層確保につなげる。

く親子献血教室>
30組 60名の参加

<献 血推進資材配布>
県内の中学校175校への配布

親子献血教室 継 続
小学5・6年生とその

保護者

血液センター(前橋赤十字病
院、埼玉製造所を含む)

8月に親子献血教室 (30組 60名 )を実施し、県及び前橋市広報・情報

誌、ホームページ等に周知し参加者を募る。

教室終了後に参加者に向けアンケートを実施する。アンケーHこ「献血

可能年齢に達した際に実際に献血へ行く」などの、「親子献血教室が献

血推進に有効である」と思料される回答を参加者の30%以 上から得る。

若年層献血推進資材作
新 規 中学3年生

置し、さらに教育委員会から各中学校へ配布依頼文を通知してもらう.

晨内の中学校1万校への配布を目標とする。

イ.企 業等における献血の推進対策

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
異施時期  '

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

度の実績が現在2社 であり、平成24

年度目標が239社 と示されているが、

性、各出張所 (3ルーム)で月1社で3
X12月 で年36社 、献血推進課で月3

社X36社 、合計で122社 とし、平成2
5年度については、前年の平成23年

度日標数 120社 を先ずは達成したく

目標値とした。

献血協賛企業活動推進
継 続 企業・団体等 通 年 県内全城

渉外時、前年度に献血功労表彰した各献血団体及び、実績が優良企
業等を対象に、「献血サポーターJに参加・協賛いただくよう50社を目標
とし推進を図る。

新規献血協賛企業の取
新 規 企業・団体等 通 年

各出張所において、新規の献血協賛企業を募集し、3ルームにおいて、

毎月1社(年間12社)の新規社を募集し、献血増加を図る

開拓プロジェクト
新 規 企業・団体等 通年 に活動を行い、36社(3社X12月)を目標とする.

別紙 5
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平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月をEE載すること

回数 内容(具体的かつ詳紬に記載すること)

複颯 回献皿番の 目標恒

献血メールクラブ新規登録者は平

成22年 度実績では、1.738件で、
平成23年 度実績では、2,088件で

あり、その9。2%アップとして2,300
名の確保を目標とした。(本年の
状況は、10月5日現在数値1,086件
で23年度同様の推移と予測した)

『献血ポイントキャン
継 続 通年 献血の種別にポイントを付与し、達成者に特別記念品をすることで、複数回献血者の増加を日る

『献血ポイントUPキ ャン
新 規 都 度 都 度

再来成分献血の確保を目的に、献血者減少の時期に、更に1ポイントUPで付与し再来献血者の確保を
図る

複数回献血者確保(出張
継 続 都 度 都度

2月3月の時期に、平日の献血者確保目的にリフレクソロジー施術による献血者の確保を行い、複数回の

献血協力を図る.

複数回献血者対象イベ
継 続 都度 都度

複数回の献血協力を図るため、ショッピングセンターの映画館で250名の参加を募る映画鑑賞会を実施
し、複数回献血者を抽選で招待する(前橋出張所)

そ の 他 の 目標 値

リピートキヤンペーンロ標値 120
人

リピート献血者確保キャ
新規 県民 通 年 通年

かわいいいご当地けんけつちゃんをクイズにして、献血に興味や関心をもつてもらい、また、クイズにする
ことにより遊び感覚で献血に協力して頂く。
年間4回実施して、正解者の中から抽選で記念品を配布し、当選発表は、ルーム内に掲示することによつ

て再来していただき、複数回献血者・リピ→ の定着及び確保を図る。(高崎出張所)

シニア献血者確保 6∞人
事業所で移動献血の際に献血していただいた方にダイレクトメール等を送付し、定年後でリタイヤした後

にルームでの献血協力への推進を図る

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

街頭献血キャンペーン 継 続 県民 通 年 通年 断頭献血での全血献血強化キャンペーンを実施し献血者確保を行う。(記念品を付与)

は、対実行計画の▲1,149単位と大きく

低迷した状況であつた。

愛の血液助け合い運動
新規

献血者が減少する7月1日から8月31日までの2ヶ月間、当該運動キヤンペーンを実施し献血者確保を
行う。(記念品を付与)

年末0年始期間に献血キャンペーンを実施し、献血者確保を彿 。(記念品を付与)(移動採血車、各出張

パレンタイン献血キャン
継 続 献血者が特に不足する2月 の献血者確保を行う。(記念品を付与)

前年度同様の目裸値を設定し 4∞mL献 血強化キヤン
継 続 都度 年3回 献血者の確保が困難な時期 (年3回程度)に、更なる400mL献 血の協力を図り特別記念品を付与。

前年度同様の目標値を設定し 午前中血小板献血予約 血小板成分献血者を対象として、予約献血者に対して特別記念品を付与し安定的な血小板献血者の確
保を図る

新 規 夏期
夏期の献血協力者減少時期に、アイスクリームを提供し、順客満足度向上を図り献血者確保を図る(前

橋出張所)



平成 25年度 に献 血 により受入れ る血 液 の 目標 量を確保するための具体 的な対 策

ア.若年層献血者確保対策
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平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の
目標値

平成23年度実績が20,930名
であつたことから、実績に対し
5%ア ップの22,000名 を目標
とし、献血率を8.6%と する

若年層献血セミ
ナー 継続

小、中、高校、専
門学校生等

年間 未定 実施学校訪問
目標実施回数15回とし、センター顧間が相手先を訪問し、パ
ワーポイントにより、血液の知識から献血の重要性まで講演
を行う。

17歳の4∞mL献 血
推進

継続 高校生 通年 105校 高等学校

平成23年度17歳の4∞mL献 血者1,526人であつたことから、
4.8%アップの1,6∞人目標とする。また、高校献血の実施
回数については、103校であつたことから、2校増の105校の

実施を目標とする。
献血未実施校について、県,市町村・血液センター3者 に
よる高校訪間を実施し、校内献血及び献血ルームにおける
献血啓発を行う。

卒業献血キャン
継続 高校3年生 2月～4月 随時 各献血ルーム

公立高校及び私立高校の卒業生57,∞0人全員にチラシの配
布とポスターの掲示依頼。

テレビ埼玉による献
血PR放 送

新規 若年層 1 回 テレビ埼玉

若年層(特に高校生)に対して、県予選大会の高校野球
放送の中で献血のCMを流し、将来の献血基盤となる
10代 、20代 の若年層献血への広報、特に高校生の

献血普及啓発を行う。

標値

平成23年度実績が45,309名
であつたことから、実績に対し
6%ア ップの48,000名 を目標
とし、献血率を5。7%と する

,.JZvKfrfr,fi*t
>^-> 継続 若年層 12月 23日 イベント実施会場

キャンペーン内容を周知するため県内全域に届くFM放 送の

活用と学生献血推進連盟の学生にボランティアとして参加し
ていただき、連携を強化し若年層への献血参加を呼び掛け
る。イベントでは埼玉西武ライオンズ選手とのトークショーや
献血クイズなどを開催する。

学生献血推進連盟
主催による献血
キャンペーン

継続 若年層 4月 ・8月 ・10月 イベント実施会場

学生献血推進連盟の立案による若年層を対象としたキャン
ペーンを実施する。確保目標は、4月の今年度実績151uは

受入時間や受入体制から限界と思われるため今年度同様
150uを目標とする。8月の今年度実績は1∞uであり、天候等
が影響したため25年度は30%アップの130uを目標とする。
10月の今年度実績は123uであり、日程の調整を行い5%ア ッ
プの130uを目標とする。

大学内での献血実
施の強化

新規 大学生 通年 大学内
学生献血推進連盟のメンバーを中心に1会場つき5名～10名
の学生ボランティアを依頼し、前日のPR活 動や当日の広報
活動を行い学内献血の強化を行う。

学生献血推進連盟
新人研修合宿

継続 大学生 8月
プロックセンター埼玉製造
所及び研修会場

学生献血推進連盟に加盟した大学生を対象に製造所の見
学やDVDの 視聴、請演を行い、献血に関する情報や知識を
得ることを目的とする

その他の目標値
10代の新規及び初回献血者を
平成23年 度比で5%ア ップの
11,500人 、20代 の新規及び
初回献血者を平成23年 度比で
6%ア ップの7,300人 を目標

とする。

浦和レッズ献血協
カポスター作成 継続 若年層 1 回 県内各献血会場

浦和レッズの協力をいただき、献血推進通年用ポスターを作
成し、県内の全高校、大学を中心に献血団体、医療機関等
薬10∞力所に掲示する。

埼玉西武ライオン
ズ献血協力用ビデ
オ作成及び通年用
ポスター作成

継続 若年層 1 回 県内各献血会場

埼玉西武ライオンズの協力をいただき、通年用ポスタ
ーの作

成と西武ドーム・献血ルーム・血液センターホームページで

放映する献血協力用ビデオの作成。
ポスターは、各市町村をはじめ、高校・大学等約1,0∞か所に

掲示する。

大宮アルディージャ
献血協カポスター

作成
新規 若年層 1 回 県内各献血会場

大宮アルディージヤの協力をいただき、献血推進通年用ポス

ターを作成し、県内の全高校、大学を中心に献血団体、医療
機関等約1000カ所に掲示する。

イ.企業等における献血の推進対策 埼玉県赤十字血液センター

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

平成23年度の献血協賛企業の
登録数は109団体に対し、約
40%アップを目標とした150団
体の登録を目標とする

献血協賛企業活動
推進事業

継 続 企業・団体 通年 都 度 未定

献血協力団体に対し、少子高齢化に伴う血液製剤の需要増
加や献血可能人口の減少、血液製剤の使用状況について

情報提供を行い、献血協賛企業登録を依頼する

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値
平成24年度10月5日時点で
総会員数「31,647人」のところ
総会員数『40,∞0人」を目標に
新規会員を『10,000人」確保す
る

メールクラブ新規会
員募集キャンペー 継続

メールクラブ
未加入献血者

7月から9月
1月から3月

2回

今年度目標数8,4∞人に対し12%ア ップの10,0∞人の新規会員を確保する。
移動採血会場では4∞mL献 血の会員を積極的に確保し、献血ルームでは若年層を中
心に会員の確保を行う。この取り組みとして、前回の移動採血会場での献血者に対し送
付している依頼ハガキにポイント制等会員特典を強調した会員募集を掲載する。
また、事業所向け募集バンフレットを作成し配布する。若年層の確保としては、友人紹介
等のキャンペーンを行う。



工。その他

別紙5

埼玉県赤十宇血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 ・事栗囚
~●

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

イベント参加人数の内、AED、
心肺蘇生法の参加人数を1∞
人とする

赤十字ふれあい広
場

継続
一般 1回

献血の実施及びAED&心 肺蘇生法の体験や救援物資の展示等を行い、赤十字活動ヘ

緞 努 為 摯 吉搬

血参加人
警

が209名だつた とから、平成25年度では

高校生を含む学生の献血者数
を平成23年度実績の31,381人
から、約8%の アップを目標とす
る。

埼玉県若年層献血
啓発キャンペーン

継続
高校生を含む学

生
1 回

埼玉県在住又は通学の高校生を含む学生による参加型のイベントを開催し、若者が

助け合い協力し合つて何かをやるという視点から、より効果的な献血の啓発活動を
行う。

献血者確保計画に基づくキャン
ペーン期間中及びイベント実施
日において約10%ア ップの献
血者確保を目標に県内全域に

周知を行い、イベント集客数の
増強と献血者の確保を行う。

FM NACK5に よ
る献血PR放送

継続 若年層 キヤンペーン期間中 都 度
地元FMttNACK5に 於いてキャンペーンの周知CMや 血液不足時の献血案内
スポット放送を行う。

平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標
(対平成23年度実績)

事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者を(平成23年度実績の

17,656人)から3%増 加530人を(平成
25年度 目標18,185人)日標値とする

10代献血者確保事

業
継続 10代の献血可能者 通年 都度 全献血会場

若年層の献血者を確保増加させるため、献血セミナー実施数増
加・学生献血推進協議会員を増員強化0複数回献血くらぶ会員の

増強活用を図り目標1直を達成するよう努める。

献血啓発ポスター

募集事業
継続 中学・高校生 5～ 10月 (募集～発表) 県下全域対彙

献血啓発ポスター県内応募校93校(中学80校・高校13校)を10%
増加の102校とし、応募件数618件(中学541件・高校77件)を10%
増加の680件を目標値とする
県薬務課と連携じ県教育委員会より県立高校125校(市立‖校・

私立58校は県業務課はり依頼)及び54市町村教育委員会(中学
校)へ依頼文で献血啓発ポスターを募り、入賞(10名)作品を広報
誌掲載や作品をデザインしたグッズなどを作成し献血啓発に繋げ
る。

献血セミナー 継続 高校生 9月 ～2月 県内高等学校他

平成23年度実績 (高校4校・専門学校1校の計5校)を7校に増加
しご受講生1,077人(高校生677人・専門学生400人)より10%増 加

の108人で平成25年度目標1,185人を目標値とする

県内高等学校(全1餌校)にアンケートを実施し、献血の実施,献

血セミナー等の実施要望を確認しながら、県薬務課と連携し県教

育委員会からも県立高校(125校)校長あて依頼していただき献血

セミナー実施・献血啓発に繋げる。

20代の献血者を平成23年度実績の
4■219人から3%増 加の1,416人を

(平成25年度目標48,635人)日標値と

する

20代献血者確保事

業
継続

大学・短大・専門

学校
通年 学域会場(大学0短大)

若年層の献血者を確保増加させるため、献ユセミナー実施数増
加・学生献血推進協議会員を増員強化・複数回献血くらぶ会員の
増強活用を図り目標値を達成するよう努める。

tJtv-Jffi,fr*+>
.t-y 新規 大学・短大生 通年 学域会場(大学・短大)

平成23年度実績10,766人、3%増 加の323人を達成するため、360
グループを登録(3人1組)で応諾率30%に設定し108グループ(3
人1組)を目標値とする
3人1組で参加いただき、代表者に本人宛のはがきを直筆で記入
していただき次回献血日程に合わせて本人に発送し、当日、本
人・友人・知人等(3人以上)で献血会場にお越しいただく

リレーキャンペーン 新規 社会人 10月 ～3月 末 移動採血職域会場

平成23年度職域 (初回)献血者■794人から5%増 加の250人で、

平成25年度目標5,044人を目標値とする。

職域献血会場で紹介者カード5.∞0枚を配布し紹介率5%(250人 )

を目標とする。対象は新規又は1年以上間隔の開いた方を紹介
いただくと記念品を両名に差し上げて新規開拓に繋げる。

学生献血推進協議会員115名から
10%増 員の127名を目標値にする

献血呼びかけ強化 継続
大学・短大
・専門学生

通年 ショッピングセンター等

各大学長あての学生ボランティア加入推進の依頼文(大学43校・

短大7校・専門学校8校)を提出し加入促進を図りながら、学生ポラ
ンティア加入用バンラレット20.000枚を作成し各献血会場(大学43
校・短大7校・専門学校8校)で配布を行う。また、学生主催のイベ

ント(サマー・クリスマスキヤンペーンのほかハロウィン・パレンタイ
ン・ホワイトデーキャンペーン)を実施しながら地域・街頭献血でも
活動しながら、若年層への啓発に繋げたい。



イ.企 業等における献血の推進対策

工.その他

平成25年度の数値目標
(対平成23年度実績)

事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血会場の確保(30会 場)
新規献血会場の確
保

継続 企業等 年間 新規献血会場
推進課員の新規開拓訪問及び、献血推進団体(LC等 )と連携を

取りながら新規献血会場を確保していきたい。

臨時献血要請可能な企業(職域)の
確保(10会場)

臨時要請可能企業 継続 企業等 下半期 職域献血会場

血液確保が安定している職域献血会場(自衛隊・空港警備隊・県
庁・市役所等)で、血液不足時に臨時対応可能か事前に確認し、
可能な会場は準備日数に何日必要か、通常使用しているスペー

スを使用できない場合の代替スペースはあるか、何人協力できる
か、スタッフは何人必要か、社内承認を取るのは何日必要か等を
シミュレーションし即対応できるよう努める。

献血実施増国会場の確保(30会 場)
献血実施増回会場
の確保

継続 企業等 下半期 職域献血会場等

血液不足が深刻になる下半期に、平成23年度実績1回2回実施上

位50会場から年1の会場(15会場)は2回 、年2の会場(35会場)

は3回に増回依頼し、日標の30会場を確保し下半期の安定確保

に繋げたい。年3回・4回実施している会場は当然上位になるが通

常開催の増回は難しく、臨時対応でのお願いになるため今回の

上位50会場には含まれていない

新規献血サポーター協賛企業100

社登録を目標値にする
献血啓発ポスター

作成
継続 献血協賛企業 10月頃から掲出 献血協賛企業

献血協賛企業のスポーツチームを啓発ポスターに起用し献血協

力の促進を図るとともに、献血協賛企業を紹介することで各協力

団体の献血協賛(献血サポーター登録)への参加を促し、すでに

サポーター登録企業・団体には血液不足が生じた際は積極的に

協力、支援をお願いする

別紙5

千葉県赤十字血液センター

別紙5

千葉県赤十字血液センター

ウ.複 数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値 目標 事業名

具体的な対策0事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

年間2回 以上の献血者を
平成23年度実績の461619人から
11.9%アップの52,900人を確保する」

複数回献血促進 継続
複数回献血くらぶ

会員
下半期(10月 以降) 随 時

複数回献血くらぶ会員が、平成25年 度中に年間2回 の献血をしていただいた時点でオリジ

ナル記念品を進呈する。 メ ール、ホームページ及び献血ルーム内にて告知をする。確保

目標10,000人

複数回献血くらぶ
新規会員確保

継続 未登録者 通年 随 時

複数回献血くらぶの新規会員を増やすことを目的として、会員登録をされた方にオリジナル

記念品を進呈する。 ホ ームページ及び、献血ルーム、移動採血現場にてチラシ.簡易看

板等でPRす る。新規確保会員20,000人とする。平成24年 度期末会員予定数26,∞0人 +
20,000人=46,∞0人よつて複数回献血くらぶ会員全体の43.5%を 増加させる。

定期依頼要請 継続 依頼可の献血者 通年 随 時

週1回各ルーム毎に献血履歴のある成分献血可能者に要請ハガキを送る。また、年2回 以
上実施する移動採血で前回献血していただいた方に献血実施案内ハガキを送る。平成24

年度上半期実績より、成分献血依頼100,000人とし応諸率21%と する。免許センター全血

依頼20,∞0人とし応諾率7.8%と する。推進課支援用の移動採血での依頼180,∞0人応諾
率244(平 成24年9月 実績)とする。

平成25年度の数値 目標
(対平成23年度実績)

事業名

具体的な対策・事業内容

新規 ・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

冬期(10月～3月末)の間、平成23年

度実績400mL献 血者22,660人から
3%増 の23,340人(680人)を目標値と
する

冬期の献血者確保 継続
期間内移動採血

会場献血者
下半期

限定グッズを用意して、期間内の実施会場に事前PR(職域献血会場にポスター掲示・テラ
シの配布依頼(約3週間前)地域献血会場SC等 は会場と協力団体にポスター掲示・チラシ
の配布依頼(約3週間前)。センターHP等 を活用して前年同時期より400mL献 血者を3%
増加させる。

年末年始(12月25日～1月10日の間)
の平成23年度実績400mL献血者
3,594人から3%増 の3,702人(108人)
を目標値とする

年末年始の献血者
確保

継続
期間内移動採血

会場献血者
12月 25日 ～1月 10日

限定干支グッズを用意して、期間内の実施会場に事前PR(職 域献血会場にポスター掲示・

カ シの配布依頼(約3週間前)地域献血会場SC等 は会場と協力団体にポスター掲示・チ
ラシの配布依頼(約3週間前)・センターHP等 を活用して前年同時期より400mL献 血者を
3%増 加させる。



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

東京都赤十字血液センター

東京都赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策0事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目標
値:7.2%

23年度 7.2%

高校セミナニ実施 継続 高校生 通年
学校や区の施設、区民館
等

献血への理解を深めていただくため、学校を訪問し、セミ

ナーを実施。 (参加者計 1000人以上)

高校献血の推進 継続 高校生 4～12月 学校
既存の高校献血の増回や、紹介等を介し新規高校献血を
確保する。 (計 680人以上)

複数回献血クラブ
の推進

継続 高校生 通年 常時 各献血会場
10代の献血者へ複数回献血クラブ加入を推進。

(新規加入者目標24∞人)

20代の献血者及び献血率の目標
値:8.6%

23年度 8.馴

複数回献血クラブ
の推進

継続 短大・大学生、社会人 通年 常時 各献血会場
20代の献血者へ複数回献血クラブ加入を推進。
(新規加入者目標13400人)

若年層献血者確保 継続 短大・大学生 明治神宮
毎年行われる日本ラクロス協会主催の献血に大学生が多数来
場されるが。事前の説明会等でより多くの動員と複数回献血クラ
ブに加入していただくようお願いする。 (献血者目標650人)

大学献血の推進 継続 短大・大学生 4～ 12月 学校
既存の大学献血の増回や、紹介等を介し新規大学献血を

確保する。 (献 血者目標8675人)

大学セミナー実施 継続 短大・大学生 通年
大学や区の施設、区民館
等

献血への理解を深めていただくため、大学を訪問し、セミ
ナーを実施。 (参加者計480人)

イ.企業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規、掘り起こし団体を60会場確
保

献血協賛企業活動
推進

継続 企業および団体 通年 常 時 各企業や事業所等
既存団体からの紹介や、特にCSR活 動を推進している企

業の企業代表メールアドレス宛に献血協力案内を送る、パ

ンフレットを持参し企業へ訪問する等により確保する。

増回団体を50会場確保 協力団体増加対策 継続 企業および団体 通年 常 時 各企業や事業所等
既存団体へ献血の現状や需給状況などの資料を用いて

説明を行い増回を提案、確保する。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

対未登録者数割合15%以 上を携
帯メールクラブに加入推進する。

複数回献血者確保
事業(携帯メールク
ラブ推進)

継続 400mL献血者 通年 常時
サイト誘導装置及び募集用チラシ等を活用し複数回献血を推進し、必要時の依頼献
血を継続していく。

0型 献血者未登録者の20%を 携
帯メールクラブに加入推進する。

複数回献血者確保
事業(携帯メールク
ラブ推進)

継続 0型 献血者 通年 常時
サイト誘導装置及び募集用チラシ等を活用し複数回献血を推進し、必要時の依頼献
血を継続していく。

AB型 献血者未登録者の20%を

携帯メールクラブに加入推進す
る。

複数回献血者確保
事業(携帯メールク

ラブ推進)
継続 バB型 献血者 通年 常時

サイト誘導装置及び募集用チラシ等を活用し複数回献血を推進し、必要時の依頼献
血を継続していく。                        、

複数回献血クラプの新規登録者
4万 8千 名確保を目標とする。

新規登録キヤン
継続

複数回献血クラブ
未加入の献血者

通年 常時

平成23年 度における東京都内の複数回献血クラブ会員の複数回献血の割合は
41.4%であった。このため、継続して会員数増加に重点を置いた対策を推進していくこ
ととする。

献血者一人当たりの年間平均献
血回数2回 以上を目標とする。

複数回献血クラブ
ポイント制

継続
複数回献血クラブ

登録者
通年 常時

複数回献血クラブシステムの機能により献血するごとにポイントを付加することによ
り、複数回献血の推進を図る。平成23年度における東京都内の実献血者の献真数
は16回であり、複数回献血クラブ会員の献血回数増加を図ることによつて、全体の底
上げを図ることとしたい。

複数回献血クラブ会員の依頼に

対する応諾率は成分献血20%、

全血献血は10%を 目標とする。

献血依頼Eメール
配信

継続
複数回献血クラブ

登録者
毎月

採血種別0血液型別に、会員に対して献血依頼Eメニルを配信する。メール配信者数
の増加を図つていくことにより、安全な血液の安定的確保に資することを目的とする。

依頼に対する応諾率10%以 上を
目標とする。

献血ルーム案内は
がき(ダイレクトメー

ル)の発送
継続

一定期間未献血
者(複数回献血ク
ラブ会員以外)

毎月
Eメール送信対象外の献血者に対してダイレクトメールを送付することで、複数回献血
に繋げていくこととする。

依頼に対する応諾率30%以 上を
目標とする。

移動採血会場案内
は力`き(ダイレクト
メール)の発送

継続
前回、同献血会場
に来所した献血者

随時

工。その他

平成25年度の数値目裸 事業名
新規・継続 対象者

要 麗 時 期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

成分献血の40%以 上を事前予約
により確保する。

成分献血予約 継続 成分献血可能者 通年
特に、複数回献血クラプの予約機能による予約受付を強化することで、安定的な予約
献血者確保に繋げる。

参加者目標 :計1∞組200名以上 体験型学習 継続
児童および保護
者tその他学生

通年
献血を身近に感じてもらうことを目的として、血液センター施設に招待し学びの機会を
提供する。

授業参加者30名以上 産学共同事業 継続 大学生 上半期
単位認定される大学の正規授業において血液事業・献血について深く考える機会を
提供し、当該授業を通じた学生の成果を広く活用することで献血啓発に資する。



平成 25年度 に献血 により受 入れ る血 液の 日標量を確 保するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

神奈川県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している
実施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値
18,0∞人  献 血率 5.5%
平成23年度実績 11,747人
50%増を目標とする

高校への献血セミ
ナー 継続 県内高校生 随 時 10校 県内高校 (公立。私立)

県薬務課との連携により県内各高校にセミナー案内文の

配布。校長会による周知等により、献血セミナーを通じて
高校献血や高校生の献血ルームヘの誘導を図る。

大学献血の増加 継続 大学生 随 時 132回 各大学

ボランティアフエスティパルの参加学生を中心に校内での
広報支援等および実施回数の増加を図る。
大学献血実績 H23年度 23校110回、H24年度 27校117
回、H25年度 132回予定

20代の献血者及び献血率の日
標値
77,000人  献 血率 7.3%
平成23年度実績 54,546人
40%増を目標とする

プロスポーツチーム
との協働

継続
県民及びサポー

ター 随 時 5回 各試合会場

横浜マリノス・′‖崎フロンターレ・湘南ベルマーレとの協働
によるファン感謝デーの参入や試合会場での献血実施。
また、イベントでの献血PRや 献血ルームヘの誘導施策の

実施をするとともに各プロスポーツチームのHPに て掲載
を依頼する。

大学献血の増加 継続 大学生 随 時 132回 各大学

ポランテイアフエスティパルの参加学生を中心に校内での
広報支援等および実施回数の増加を図る。
大学献血実績 H23年度 22校110回、H24年度 25校117
回

平属24年度実績11校参加
2眺増の13校参加を目標とする
平成23年度 学生420人参加
平成24年度 学生430人参加

ボランティアフェス
ティバルh 継続 県民一般 10月 1 回 日本丸パーク

参加大学の代表者に対し献血セミナーにより、献血の必
要性・重要性を認識してもらい、ポランティア活動として献
血のPRを してもらうことにより、若年層の普及を図る。
また、学生ボランティアを通じて参加大学の増を図る。

半奴24年 度英積 2“薇 から厖昇
5%増 の215校 を目標 とする 献血の絵ポスター

展
継続 県内小中学生 夏休み期間 1 回

献血表彰式展にて入賞者
表彰および作品展示

県薬務課との連携により県内各小中学校あて案内文を配
布。作品の返却時に各学校の教員に対し、平成25年度で
の応募を働きかける。

平属24年度実績 288人参加
10%増320人参加を目標とする

夏休み小中学生親
子献血教室

継続
小中学生と保護

者
夏休み期間 2回

県民サポートセンタ=/
横浜駅西ロルーム/神 奈

川センター

血液センターが講師を担い県と共催していることから、県
薬務課との連携により県内各小中学校あて、夏休みの宿
題として取り上げられるよう案内文を配布し各学校に対し
参加依頼を行う。参加校の増加目標達成のためポスター

およびFMヨコハマ等により周知を図る。

イ.企 業等における献血の推進対策 神奈川県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している

実施月を記載すること
回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規20社 (団体)
献血実施企業や団
体を通して新規紹
介

新規
献血実施企業団

体
随 時 通年 県内企業・団体

献血実施企業・団体からの紹介やホームページ等を活用

し、関係企業・団体を新たに紹介いただくと共に、献血サ

ポーターロゴマーク配布も併せて推進する。

献血推進団体会合への出席20

回程度  平 成24年実績10回程
度

献血推進団体の会
合への出席

継続

ライオンズクラブ、
ロータリークラブ

等
随 時 随時 団体の会合場所

推進団体の月例会等会合に積極的に参加し、献血への理

解促進と地域に根差した献血推進活動への協力依頼をお
こなう。

ウ 複数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

_具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標恒 81,∞0
人 平成23年度実績53,∞0人及
び平成24年度採血計画から
66,000人を平成24年度見込目
標としており、平成24年度の
22.7%アップの確保目標とする。

継続 4月～3月 年12回
依頼期間内に献血実施予定を献血ルームに採血希望(登録)している方で、全血登録

者11万人へ葉書による依頼を行う。平成24年度実績から7,5∞人(約7%)の 確保目標

とした。

継続 4月～3月 年12回 努型踏酬瀬聰 職蹴鷲    鶴 ■番
7%)の 確保目標とした。                 ‐

継続
血小板・全血献血登録

者のメールクラブ会員
4月～3月 適宜

メールクラブ会員への献血要請(主に緊急確保が必要な場合)Eメールにより依頼を発

信する。平成23年度実績赤血球7回 717人、Rh(―)6回 51人、血小板 5回 159人

依頼

継続 成分血漿登録者 6月～7月、2月～3月 年2回

夏期及び冬期に原料血漿確保をおもな目的として長期間の要請期間を設定し、登録

者20,∞人に対し依頼を行い、5,∞0人の献血者を確保する(応諾率25%)。なお、依頼

対象及び内容を精査することにより、前年度からの増加を図ることとする。(平成23年

度実績応諾者40500人応諾率25%)

その他の目標値  ポ イントカー

ドについては、平成23年度実績
27,5∞枚であり28,700枚の回収
目標とする。再来カードは、平成
23年度実績3,3∞枚であり3,450
枚の回収目標とする。

継続 全ての献血登録者 4月～3月 随時
複数回献血協力者確保用ポイントカード(ドナーズカード)を作製し、継続協力者に特

典を与える。

継続 全献血協力者 4月～3月 随 時

全血献血を主体としている神奈川県運転免許試験場内の献血ルームでの全血献血
者を、成分献血主体の神奈川県内の献血ルームヘの誘導を行う。なお、カードデザイ
ンの検討及び配布方法の改善により前年度からの増加を図ることとする。



工。その他
神奈川県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名
対象者 回数 内容(具体的かつ詳細E面 扇丁る百西

平成23年度実績4,500人であったこ
とから、実績に対して200%アップ新
規会員aO∞人の確保を確保目標と
する。

新規献血メールクラ
ブ会員の募集

継続 献血協力者全員 随時対応 随時 愛男筆邸Y農冨長簗篠手Zr言
で周知し、非接触型サ̀暉装置けイ|ス

平成23年度20,o∞人の葉書依頼、
4,000人の確保、平成23年度同件数
の依頼とする。

年末年始対策葉書
依頼

継続
全血及び成分献

血登録者
血
分

全
成

1 2 月1日～1月2 0 日
1 2 月2 6 日～1月5日 年1回(2回) 重否軍業翠暦椰 鶴嘉轟肇義墨見専振蓋享籍雷       者

へは、

平成23年度12,0∞人の葉書依頼、
1,200人の確保実績であり、実績に
対して8%アップの1,3∞人確保を目
標とする。

ゴールデンウィーク
対策葉書依頼

継続 全血献血登録者 4月27日～5月 10日 年1回(2回) 齢

平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア。若年層献血者確保対策

別紙5

新潟県赤十字血液センター

平成25年 度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値

平成23年度実績6,960人に
対し、同数の6,960人を目標
とする。

献血セミナー 継続
高校生。大学生・

専門学校生 通年 12回 各高校、大学、専門学校

H23年度実績‖回、高校生1,782人、他学生40人、合計
lβ22人

県高等学校長協会研修会・性教育研修会等において協力
を依頼する。

本社キャンペーンと

運動したイベント
継 続

県民(主に若年層
をターゲットにする

7月、1月 2回

集客の見込めるSCもしく
は

イベント会場

若年層がメインリスナー層である県域FM局 とタイアップし
て、学生ポランティアから参加いただき若年層に人気のあ
る著名人を招き、献血に関するトークを行う。来場者参加
型の公開録音を行い、収録内容を若年層の聴取率の高い

時間帯に放送する

献血バス配車 継 続
高校生・大学生・

専門学校生
通年 63回 各高校、大学、専門学校

H22年度異碩69回、3,138人からH23年度異績63回、2,733
人に減少し、生徒数も減少しているため、H23年度奥績の
維持に努める。

献血推進活動 継 続
高校生。大学生・

専門学校生
通 年 8回

イベント会場。学校、
街頭献血会場

平成23年圧冥績6回。241名のポランティアから協力をいた
だいた。献血セミナー等を通じて高校のポランティア部に働
きかけ、年間8回の活動を目標にする。

雑誌等を活用した
広報

継 続
高校生・大学生。

専門学生
通 年 6回 新潟県内全域

雑誌、フリーペーパーにより献血PR及び呼びかけを行う。
内容は同世代からの若者や著名人からの献血呼びかけと
する。

」Rデジタルサイ
ネージを活用した広

報
継 続

通勤にJRを利用
する高校生。大学

生・専門学生

6月、‖月、2月 6回 県内主要JRll駅

映像メディア「J・ADビジョン」を利用し、県内11駅を対象に
動画及び静止画により献血PRを行う。

20代の献血者及び献血率の目
標値

平成23年度実績
21,190人に対し、同数の
21,190人を目標とする。

献血セミナー 継 続
高校生。大学生・

専門学校生 通年 12回 各高校、大学、専門学校

H23年度興績‖回、高校生:,782人、他学生40人、合計
1,822人  県 高等学校長協会研修会・性教育研修会等

本社キャンペニンと
運動したイベント

継続
県民(主に若年層
をターゲットにする

7月 。1月 2回

集客の見込めるSCもしく
は

イベント会場

若年層がメインリスナー層である県域FM局 とタイアップし
て、学生ボランティアから参加いただき若年層に人気のあ
る著名人を招き、献血に関するトークを行う。来場者参加
型の公開録音を行い、収録内容を若年層の聴取率の高い
時間帯に放送する。

献血バス配車 継 続
高校生・大学生。

専門学校生
通年 6 3回 各高校、大学、専門学校

H22年贋実績69回、3,138人からH23年度実績63回、2,733
人に減少し、生徒数も減少しているため、H23年度実績の
維持に努める。

献血推進活動 継 続
高校生。大学生。

専門学校生
通 年 8回

イベント会場、学校、街頭
献血会場

平成23年度実績6回、241名のポランティアから協力をいた
だいた。献血セミナー等を通じて高校のポランティア部に働
きかけ、年間8回の活動を目標にする。

雑誌等を活用した
広報

継続
高校生=大学生・

専門学生 通 年 6回 新潟県内全域

雑誌、フリーペーパーにより献血PR及 び呼びかけを行う。
内容は同世代からの若者や著名人からの献血呼びかけと
する。

JRデジタルサイ
ネージを活用した広 継 続

通勤にJRを利用
する高校生。大学 6月 、11月 、2月 6回 県内主要JRll駅

映像メディアIJ・ADビジョン」を利用し、県内‖駅を対象に
動画及び静止画により献血PRを行う。



別紙5

新潟県赤十字血液センターイ.企 業等における献血の推進対策

ウ.複 数回献血協力者の確保対策

平成25年度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血協力企業・団体5社 効率的採血の確保 継 続
県内事業所及び

団体
通年 都 度 各事業所

H23年度実績は新規会場16社、新規協力団体3社であつ

た。県及び市町村、新潟県献血推進協議会等に支援いた
だき、新規献血協力企業・団体5社の開拓を達成する。

平成25年 度の数値 目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標lE

平成23年度末7,107人に対し、
H24年度上半期実績702人

(9.9%)増になつていることから、
H25年度目標を10,000人とす
る。

複数回献血者
確保対策

継 続
複数回献血クラブ

未登録者
通年 都 度

若年層向けの雑誌等を用いて、気軽に目に触れる機会を増やすとともに、実際に登録

してもらえるようキャンペーン等も実施する。定期的にエラー会員に対して再登録を促

タバガキを郵送する。

複数回献血者
確保対策

継 続 年1回の献血者 通年 都度 毎月初の定時発信やキャンペーン毎の情報提供により複数回献血を促す。

平成25年 度の数値 目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

メルマガ登録会員の平成23年

度末2,104人に対し、H24年度
上半期実績293人(13.9%)増に
なつていることから、H25年度の
目標を3,000人とする。

携帯・電子メールサ
イトによる広報  ・

継続
「トクだね !こま
ち」サイト利用者 通年 都 度

情報サイト「とくだね !こまち」を活用し情報掲出を行う。年6回ブレゼント企画によリメ
ルマガ登録会員を確保し、会員対象に献血キャンペーン情報を発信する。

別紙5

山梨県赤十字血液センター
平成25年 度 に献血 により受入れる血液の 目標量を確 保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代20代の献血者増
平成23年度 10代 3640人

(献血率10.2%)

平成25年度 10代 3989人

(献血率‖.0%)
平成23年度 20代 6510人

(献血率7.996)
平成25年度 20代 6970人

(献血率8.596)

若年層献血セミナー 継続 高校生。大学生 12回 血液センター及び各会場 ♂激
・
翻 編 濯 濾 僣親霊書″識謝 雛

継続 高校生
県内41校
48回 実施

各高等学校内
D淵翻湖 犠鷹辮轟:謂全:露 覇(塁

'ど

高校集団献血時に
400mL献 血推進

継 続 高校生・養護教諭
1・2月

県内41校
48回 実施

各高等学校内

大学構内献血実
施キャンペーン

継続 大学生 4・5。6・9・10・11・1月
県下7大 学

各大学構内 1096アッ1カ大学構内献血では,3人組み献血キヤパ ーンや各大学の

学生献血推進
連絡会主催献血

継続 大学生 12月 ‐3回 2=.y€,>lE-w

若年層献血者
確保対策事業

継続
若年層

12月 末～1月初め 15回
献血ルーム

ショッピングモール

ウ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規。継続 対象者
実施時期

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血者の確保 継続 企業及び団体 4 月 ～3 月 5社 各事業所等

年間1回の献血実施団体を
年間2回依頼する(5団体)

複数回献血実施団
体の増加

継続 企業及び団体 4 月 ～3 月 10団 体 各事業所等

企業献血でDM・携帯メール
の応諾率30%維 持する

企業献血の推進 継続 企業及び団体 4 月 ～3 月 約30社 各事業所等

い(新規団体は3団体)移動献血車を
継続 企業及び団体 40社 各事 業所等

を確保する。

継続 企業及び団体 100団 体 各事業所等



別紙5

山梨県赤十字血液センター工.複 数回献血協力者の確保対策

ウ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度に献血により受入れる血液の日標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策。事業内容

新規。継続 対象者
実施時期

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血

協力者確保事業
継続

市町村及び企業
での献血経験者

通年
市町村及び企業へのDM。メールを8000人に依頼し、本年度上半期の応諾率約3

5%(2800の 維持を目標とする。

複数回献血

協力者確保事業
継続 通年

献血ルームで過去2年間1度の献血者(地区限定)約1000人 に対し献血依頼。前年
度同様の応諾率約20%(200人 確保)を目標とする。

複数回献血

協力者確保事業
継続

移動献血におい
ての初回献血者

通年 都度

初回献血者に、次回献血できるタイミングでお礼ハガキを送付しその上での献血依
頼。
年間約2000人 対象.前年度同様の応諾率約30%(600人 確保)を目標とするι

複数回献血

協力者確保事業
継続

高校集団献血の

年間2回実施
通年

高校集団献血を男子校中心(17歳男子を念頭に)に年間2回実施(例年3年生だけ実
施の高校で2・3年生献血対象にして、3校が年2回実施予定)

メールクラブ会員を1500名増
やす

複数回献血

協力者確保事業
継続 若年層献血者 12月 ～3月 (通年) 都度 す.

前年度比500人増加の年間約1.500人、実施期間中約500人を目標とする。

オ その他

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

実施時期
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血ルームの献血者 17.000
人を目指す

献血ルーム確保対| 継続 事業所・団体等 4 月 ～3 月 20団 体

関東甲信越プロックセンターの動向を踏まえ(増加傾向にある血漿事情)事業計画より大幅な増

性を高める。

400mLの 献血率80%を 維持
‐高校生の400mL

献血推進
継続 高校献血 41校 校は)17歳の該当者が増えるよう12月以降に実施し、平成23年 度575%か ら平成25年 度は6

別紙5

長野県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代・加代の献血者増加
平成23年度 10代 3,069人

(献血率 4.0%)
平成25年度 10代 3,707人

(献血率 4.8%)
平成23年度 20代 12,875人

(献血率 7.1%)
平成25年度 20代 15,555人

(献血率 8.6%)

学生献血キヤン
継続

高校生・大学生・専
門学校生。短大生

7月・12月 4回 長野市・上田市0飯田市

平成23年度実績395人中、10020代の実績131人、構成比33.2%
であつたことから、1.8%アップの35%以 上を目標とし、ポランティ
アの協力により、若年層が好む記念品を用意し各大学等への周
知と併せて会場での勧誘を行う。

固定施設への学生
送迎

継続
高校生・大学生・専
門学校生・短大生

毎月(8・9月は休み) 48回 固定施設
平成23年度実績138人であつたことから、449%ア ップの200人を
目標とし、送迎予定日に校内にて献血Pr薔「ィッシュを配布し、献
血希望者を募り固定施設へ送迎する。

10・20代の献血率
アップ

継続
高校生0大学生・専
門学校生・短大生

9月～11月 1回 固定施設及び各会場
平成23年度実績15,944人の204%であつたことから、4.6%アップ
の25%を目標とし、10・20代の献血を促すポスター・メディアを
使つた広報を行うと共に、記念品を用意する。

求む !献血ルー

キー 継続 献血初回者 405月 1回 固定施設
平成23年度実績160人であつたことから、150%ア ップの400人を
目標とし、若年層を中心とした献血未経験者を対象に、ポス

ター・メディアを使つた広報を行うと共に、記念品を用意する。

若年層献血セミナー 継続
高校生。大学生・専
Fl学校生0短大生 通年 15回 各学校

平成23年度実績‖回であつたことから、15回以上を目標として
県と連携し、各学校へ献血に関するセミナー開催を依頼する。

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

H23年度の実績は新規12社
あつたがH24年度は非常に厳し
い状況であるため、休止再開・

新規企業各10社を目標とする。

新規企業の開拓 継続 企業 通年 10社 各事業所 従業員数30人以上の企業をターゲッHこ渉外活動を行う。

休止企業の再開 継続 企業 通年 10社 各事業所
従前実施していたが、一時的に休止している企業への渉
外活動を行う。

計画を実施する20社において、
H23年 度実績を越える献血者
の確保を目標とする。

献血前のティッシュ
配布

継続 行政・企業 都度 20回 行政・企業入リロ

県庁始め各行政と大手企業の了解を得、H24年度と同数
の20社に対し献血実施前に従業員を対象にティッシュ配
布を行い周知を図る。配布時間・内容等の検討を行い、従
業員べの遡及効果の向上を図ることにより、前年度からの

増加を目指す。



工 複数回献血協力者の確保対策
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長野県赤十字血液センター

別紙5

富山県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

平成23年度献血者実績が78,201

人中、複数回献血者は13.506人で

あつたことから、平成25年度採血
計画数77,047人中、複数回献血者
の確保目標値を17,470人とするた
め、複数回献血クラブ会員の新規
登録者の増加を図る。

複数回献血クラブ
会員確保

継続 未登録者 毎月 36回

複数回献血者確保のため、新規メールクラブ会員を推進し、平成23年度末会員数の
6,132人から46.8%アップの9,∞0人確保を目標とし、固定施設においては、日々未登
録者への勧誘活動を行う。また、移動採血においては、街頭献血を中心に会員募集
スペースを設け実施する。

平成23年度メールによる献血依頼

数は14380人で、応諾数が1,633

人、応諸率11.4%であつたことか

ら、応諾率20%を 目標とするた
め、応諾率の高い献血者をリスト
アップし依頼する。

メールによる献血協
力者確保

継続 登録者 毎月 24回
血小板製剤の午前採血を中心にメール配信を行い、応諾率20%以 上を目標に2,5∞

人以上を確保する。

オ。その他

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 ・事 業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実

施月を記載すること
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

55歳以上の献血者における血
小板献血の採血比率を12%と
し、1,556人の献血者確保を目
標とする。

55歳以上の血小板
成分献血者アップ

継続 55歳以上男性 毎月 24回 寵雰埜歳鋼ど1]:‖:11   艦 継   Tり
献血依頼を行う。

平 成25年 度 に献血 により受入れ る血液の 目標 量を確保 するための具 体 的な対策

ア.若年層献血者確保対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の

目標値
高校生400mL献 血キャ

継続 高校生 10月～2月 12回 各学校
桑磯蕊零富塁簿宅Ъ知用チラシを献血告知用ポスター
に貼付し事前PRを し、献血当日の受付会場においてもP

Rチラシを掲示する。

20代の献血者及び献血率の

目標値 DMに よる献血依頼 継続 大学周辺在住の20ft 1月 ～3月 1回 各献血会場
大学周辺在住の20代を対象にDMを送り届いたDMを持参
し献血にご協力いただいた方に記念品を進塁.

10代～20代の献血者及び献
血率の目標値

10代 7.0%、20代 8.8%

献血セミナー 継続 4月 ～6月 5回 各学校

短大等5校 で新人生(予定300名 )を対象に、献血セミ

ナーを実施し献血の必要性及び重要性を説明し、400m

L献血、血小板献血への理解を深めてもらい、献血意識の

向上を図るとともに、献血の協力をお願いする。オリジナ

ル小冊子・パワーポイント等を使用する。

いつしょに献血キャンペー
継続 4月～11月 10回 各学校

大学等7校 での学内献血実施時に、3人 でいつしょに献血

キャンペニン(先着15組 、45名 にカップラーメン等提供)を

実施する。構内に告知用ポスターの掲示、学生ボランティ

ア0当日献血協力者より友達にメール配信を依頼し周知を

図る。また、ポランティアによる同世代からの呼びかけを実
施する。

つながる献血の輸
(献血リレー)

継続 10代～20代 4月～3月 回

　

　

、

各献血会場

賛同いただける若者を募集し、リレーカードを配布する。1
0代～20代の献血者がカードを持参し献血にご協力いた
だいた場合は、カードにスタンプを押印する。(不適も可)
献血後、知り合いの10代～20代の方に渡す。5人分揃つ
たら、参加者に記念品を送付する。

みんなで祝福『卒業献血」 継続 1月～3月 1 回 各献血会場

卒業者を対象に献血された方に記念品を進呈する。(みん

なで祝福のため在校生、家族が一緒に献血した場合も対

象とする。)チラシ、ポスター、ポケットティッシュ、ホーム
ページなどでPRする。



その他の目標値

・献血者数3∞名

ボランティアと連携するイ
ベント(サマー、クリスマ
ス)

，
　

続継 特に若年層 8月 、12月 2回 ショッピングセンター

学生ポランティアと連携し、中部統-0全 国統一の献血
キヤンペーンを実施し、同世代の若者に献血の理解と協
力を呼びかけ、夏場・冬場の血液不足を補うとともに若年
層の献血者を増やす。ラジオCM(1局 )、告知ポスターを
電車に掲出(1社)、はがき依頼(400名 )等で周知を図り
実施する。

40組以上の参加 親子見学会 継続 小学生・保護者

7月～8月

2回 血液センター

本社作製DVD素 材 (おしえてけんけつちゃん !)を用いて

献血の流れを説明し、献血クイズ及び血液に関する知識
を高めてもらい、施設見学(供給課、パネル展示室)、献血
バス・血液運搬車の体験乗車をしてもらう。各小学校への

参加依頼するとともにホームページヘの掲載や商業施設
等で告知チラシ掲示を依頼する。

見学後に参加児童に感想文を書いてもらい、90%以上の方
から『将来献血に参加する」との回答を得る。

児童・生徒
90名の参加

」RCト レセン会場で

献血セミナー 継続 1回 青少年自然の家
JRCト レセンで献血啓発を行う。オリジナル冊子・パワー

ポイントを使用し実施する。学生が集う場所に『献血の流
れ等」パネルを展示する。

セミナー参加者の小・中学生にはアンケートをお願いし、
9酬以上の方から「将来献血に参加する」との回答を得る。

高校生には、献血に関する認識や意識調査を実施する。

親子10011の参加
はたらくクルマ展示会場
で
献血バスの展示

|
継続 幼児・小学生・保護者 1回

富山まつり
(富山市役所前)

富山まつりのイベント『はたらくクルマ大集合Jに献血バス

を展示し、献血の必要性と血液センターの役割への理解
を深めてもらいt献血の推進に繋げる。

献血バスの展示に親子2∞名に参加していただく。献血ク
イズを実施し子供1∞名に参加していただく。

小学校66校に配布
(25,∞0枚)

ラジオ体操カァド配布 新規 小学生 1 回

富山市内の小学校66校(25,000枚予定)に、血液センター

オリジナルのラジオ体操カードを配布する。児童及び保護
者にも献血への意IPtと参加を促す。

ラジオ体操会場へ『けんけつちゃん」を5回以上出場させ、
児童等へ献血を意識づけさせる。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

栗施時期
※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規献血協力事業所10社 ・

休眠事業所10社 の増加
献血協賛企業推進 継続 事業所・団体 4月～3月 各事業所等

富山県主要工場名簿を活用するとともに、ライオンズクラ
ブヘ協力事業所紹介を依頼しご新規事業所の開拓、休眠
事業所の掘り起こし。事業所担当者に愛のかたち献血等
活用して献血の必要性を理解していただけるよう働きかけ
る。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

工.その他

富山県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名
新規・継続 対象者

要厖時期
※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標恒

複数回献血率 28%

複数回献血クラブ会員
数

2,500名

複数回献血協力者確保対策 継続 年1回の献血者 4月～3月
はがき及び電子メールを活用し、年1回の献血者2万人に対して、複数回の献血協力
を依頼する。

複数回献血協力者確保対策 継続 400mL献 血者 4月～3月

4月 ～9月 に400mL献 血協力者にキャンペーンカードを配布し、7月 ～3月 に再度40
0mL献 血者に粗品を進星する。
受付場所や献血バス内でキャンペニン周知チラシを掲示し、ホームページでキャン
ペーン案内を掲載するとともに、複数回献血クラブ会員ヘメール配信し協力依頼す
る。

複数回献血協力者確保対策 継続 献血者 4月～3月

①会員募集用のチラシ・リーフレット(各15脚枚)、ポスター(lp∞枚)を作成する。
②各献血会場で献血者全員にチラシ・リーフレットを配布するとともに、献血協力事業
所等ヘポスター掲示を依頼し会員募集を図る。
③ウョッピングセンターで会員募集イベントを2回実施する。

複数回献血クラブ会員限
定映画上映会

継続 1回
複数回献血クラブ会員限定の映画上映会を実施し、会員への感謝及び継続した献血
協力を呼び掛けるとともに、新規会員募集を図る。

その他の目標恒

1∞0組 献血ファミリーカード 新規 献血者 4月～3月
献血者に「献血ファミリーカード」と称したポイントカードを配布し、ポイントが溜まると記
念品を進呈する。カードは家族間での共有は可能。

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策 ・事 栗内容

新規・継続 対象者
粟麗時期

※具体的に計画している実 回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

献血ルームでの一日の平均
血小板成分献血者を22名確
保する

血小板献血者確保対策 継続 血小板献血可能社 4月～3月

①平日での献血協力を県内市町村及び事業所等の担当者に依頼する。
②登録者への電話依頼、誕生月の献血者へのはがきでの依頼、複数回クラブ会員ヘ
のメールでの依頼をする。
③七夕、パレンタインデー、ホワイトデー等キャンペーンを実施する。



平成25年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための具体的な対策

ア.若年層献血者確保対策

別紙5

石川県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実 回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

10代の献血者及び献血率の目
標値6.00b

高校生に対する献
血セミナーの開催

継続 高校生
平成25年4月～

平成26年3月
8回 石川県内各高校

石川県内の各高校で献血セミナーを開催し、献血に対する理解
と協力を求め移動採血及び固定施設での献血協力を得る。

」RC部 員に対する
献血セミナT開 催

継続 高校生 平成25年5月 1回 いしかわこども交流センター
石川県内各高等学校JRC部 員の大会行事に併せ、献血セミ
ナーを開催し献血に対する理解と協力を求める。

20代の献血者及び献血率の目
標値9.50%

学生献血推進活動
の促進

継続
大学生、短大生、

専門学校生
平成25年4月～

平成26年3月
3回 血液センター 石川県学生献血推進委員会の総会及び勉強会を開催し、新年

度を迎え新たな学生献血ポランティアを募集する。

大学生等にに対す
る献血セミナー開催

継続
大学生、短大生、

専門学校生
平成25年4月～

平成26年3月
4回

血液センター及び
金沢市内ホテル

石川県学生献血推進委員会の総会及び石川学生献血推進連
絡会の開催時に献血セミナーを開催し献血の理解を求める。

大学献血の実施 継続 大学生
平成2晴誡月～

平成26年3月
20回 石川県内各大学

学生献ユポランティアが在籍する大学を主に、在籍する学生ボ
ランティアの呼びかけを行い献血を実施する。

学生による献血キャ
ンペニンの実施

継続
大学生、短大生、

専門学校生
平成25年4月～

平成26年3月
6回

石川県内
各ショッピングセンタニ

学生献血推進委員会メンパーによる、七夕、サマー、クリスマス
の各献血キャンペーンを開催し献血の呼びかけを行う。

そ の 他 の 目標 恒

親子120組240人を募集する
青少年献血ふれあ
い事業

継統
小学生と

保護者
平成25年7月～

平成25年8月
6回 血液センター 夏休み中に小学生と保護者を対象とした献血セミナーと血液セ

ンターの見学会を開催し、献血に対する理解を求める。

イ.企 業等における献血の推進対策

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 予定場所 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

新規募集の献血企業・団体10件 新規献血団体募集 継続 般企業及び団‖
平成25年4月～

平成26年3月
10件

平成25年度中における移動採血日程の渉外活動の中で、
新規の企業または団体の献血を10件募集する。

献血サポーター募集20件 新規献血サホLター募集 継続 般企業及び団‖
平成25年4月～

平成26年3月
20件

平成25年度中における新規の献血サポーター企業団体を
20件募集する。

ウ.複数回献血協力者の確保対策

別紙5

石川県赤十字血液センター

平成25年度の数値目標 事業名

具体的な対策・事業内容

新規・継続 対象者
実施 時期

※具体的に計画している実
施月を記載すること

回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

複数回献血者の目標値
新規会員500人募集
メール依頼250人以上の応諾

複数回献血クラブ
新規会員募集

継続 一般献血者
平成25年4月～

平成26年3月
母体、ルーム及び移動採血車の受付において新規の複数回献血クラブ会員を募集す
る。平成25年度中の募集目標を5∞人とする。

複数回献血クラブ
献血依頼

継続
複数回献血クラブ

会員
平成25年4月～

平成26年3月
血液不足時における、複数回献血クラブ会員に対するメァルによる献血依頼の応諾
者数を250人以上を目標とする。

工。その他

平成25年度の数値目標 事業名
新規0継続 対象者

実施時期
※具体的に計画している実

施月を記載すること
回数 内容(具体的かつ詳細に記載すること)

400mL献 血率89% 400mL献血の推進 継続 献血者
平成25年4月～

平成26年3月
平成25年度は400mL献 血率を89%を確保する。

1稼動65人、120単位
1稼勁あたりの献血人数
及び単位数増加対策 継続 献血者

平成25年4月～

平成26年3月
全稼働

平成25年度は移動採血車の1稼動の人数65人、1稼動の単位数120単位を目標とす
る。

55歳以上の男性の成分献血者を
1∞名増やす

シニア成分献血 継続 献血者
平成25年4月～

平成26年3月
平成24年6月～平成25年5月で成分献血に協力した55歳以上の男性300名にかもめ―るを送
付する。平成25年1月～‖月までに血小板献血した方、3i500名に年賀状を送付する。


